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まえかき

１本資料は，ソ連の経済学者スヴェルドリク（Ⅲ.Ｂ・ＣＢｅｐ瓜JIHK）によって推計されたソ

連の産業連関表を取り扱うものである。ソ連では，これまでに全国規模の産業連関表が５

回作成されているが，このうち１９５９年，１９６６年，１９７２年の３回についてのみ，不完全

な形ではあるがそれが公表されている。スヴェルドリクは「社会的生産物と資金循環」

（O6nlecTBeHHbmnpo瓜yKT亜瓜eHexmbIiio60poT,HoBocH6HpcK，]981)のなかで,

この３年について産業連|對表を完全な形に再構成するという作業を行った。本資料は，ソ

連産業連関表に関する貴重な資料であるスヴェルドリクの推計表を翻訳・掲載するととも

に，スヴェルドリクの推計手|'頂を要約・紹介し，その推計方法について若干の検討を行っ

ている。

２本資料の第１部「ソ連の産業連関表とその再構成：スヴェルドリク産業連関表の検討」

は，スヴェルドリクによる推計作業の紹介・検討に当てられている。第Ⅱ部「スヴェルド

リク原表および関連資料」には，スヴェルド'１クの上掲の著作に掲載されている産業連関

表をはじめとする原表および関連資料を収録した。すなわち，スヴェルドリクの推計した

産業連関表とともに，スヴェルドリクが産業連関表の数値を埋めるために予備的に作成し

た付表（計17表）もすべて訳出し，さらに，スヴェルドリクが頻繁に利用しているソ連

国民所得統計のデータ，非佑産分野（物的支出，固定フォンド）に関するルトガイゼルの

資料，農産物価格差補給金に関するデータも参考のために収録した。

第0部には，本資料全体の参考文献リストを付した。なお，本資料を通じてソ連中央統

計局発行の各年の統計集HapogHoexo3HIIcTBoCCCPBl9XXｒ・は，1971,1976,

1981年の特別記念集を含めて，Narkhoz、ｌ９ＸＸと略記している。

３本資料の執筆および編集は，１１１畑伸一郎（北海道大学スラブ研究センター）が担)Mした。

なお，本資料の第I部は，ＡＣＣＥＳＳ（AccolmtingCodesforComparativeEconomic

-StatisticalSystems）研究会での数回の報告に基づくものであり,各国産業連関表に関

する同研究会での共同研究の成:巣を－部取り込んでいる。

本資料が幅広く活用されれば，幸いである。

１９８６年８月 法政大学日本統計研究所
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ｌソ連の産業連関表とその再構成:スヴェルドリク産業連関

表の検討

１はじめに

ソ連では，これまでに１９５９年，１９６６年，１９７２年，１９７７年，1982年の５回にわたって

全国規模の産業連関表がソ連中央統計局によって作成された。しかし，このうち公表されて

いるのは１９７２年までの３回で，しかも第１象限（内生部門）のみの公表にとどまっている。

さらに，第１象限についても戦略的重要性を有する一部の重工業部門が削除されて公表され

るというのが通例であった。すなわちこれは，公表されている部分だけでは，ソ連について

何らの産業連関分析を行うことができないことを意味する。産業連関表は最近では西側先進

資本主義諸国だけでなく，東欧諸国や－部の発展途上国でも作成されるようになり，各国の

経済分析における利用価値はますます高まっている。筆者自身も基本的なソ連の産業構造分

析，再生産分析や，産業連|對表を組込んだソ連計量モデル（多部門計量経済モデル）の構築

など，産業連関表を用いたソ連経済研究の構想を抱いている。そうしたなかで，ソ連側のこ

うした公表姿勢は，ソ連経済研究において産業連関表を利用するうえで大きな障害となって

いるのである．

したがって，ソ連の産業連関表を利用する際には，まず非公表部分を推計して，産業連関

表を再構成しなければならない。しかし，こうした推計作業には，生産，消費，投資，労働，

貿易等々といったソ連経済のすべての面に及ぶ広い統計知識が必要とされ，ソ連側からの断

片的な情報を丹念にフォローするという厄介で根気のいる作業を続けなければならないため，

西側では専ら米国のトレムル・グループのみがこのような作業に取り組んでいるというのが

現状である。一方，若干奇妙なことではあるが，ソ連の経済学者の側でも，1966年の産業連

関表の頃までは，それを完全な形で再現するという作業がある程度行われていた。中央統計

局作成の産業連関表原表に対して，ソ連の経済学者にどの程度のアクセス権があるのかにつ

いて，はっきりしたことはわからない（１）。ただ，こうしたソ連経済学者による連関表が西

側の研究者にとって意義があるのは，これらが厳密にソ連の産業連関表作成方式に則った再

構成であり，ソ連内部でしか入手できないような情報も利用されていると考えられるからで

あった｡このようなことから，これらの連関表は，トレムル・グループの再構成連関表と比

べると規模も小さく，推計方法もそれほど詳しく説明されていないことが多かったにもかか

わらず，西側の研究者には貴重な資料として高く評価されてきたのである。

このような状況のなかで，ソ連の経済学者スヴェルドリクは１９８１年の著作｢社会的生産物

と資金循環」において，１９５９年，１９６６年，１９７２年についてソ連の産業連関表を再構成す
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るという作業を行った。このスヴェルドリク連関表は内生９部門という小規模な表ではある

が，この３年について統一的手法で再構成されたソ連で初めての産業連関表である。上述の

ように，とりわけ’972年以降の産業連関表についてはソ連の経済学者による推計作業がほ

とんど行われてい煎かつただ､けに，このスヴェルドリクの連関表は極めて注'１に値するわけ

である。

そこで本稿では，このスヴェルドリクによって再構成されたソ連の産業連関表と，その再

構成の方法について綿密な検討を行う。このような検討を行う第１の蝿由は，スヴェルドリ

ク連関表は希少性という点からだけでも利用価値の高いものであり，それだけに，その利用

に先立つ信頼性のチェックは不可欠であろうと思われるからである。スヴェルドリクの著作

において，ソ連の公式統計に基づく再構成の過程が比較的詳しく説明されていることも，こ

うした点検作業を可能にするものである。また日本では，望月喜市氏がいち早くこのスヴェ

ルドリクの業績に肴、し，部分的な紹介を行っているほか，既にスヴェルドリクのデータを

利用したシミュレーションも試みられているが，スヴェルドリクの推計方法自体に関する体

系的燕検討は未だ行われていない（２）。第２の理1｣｣は，スヴェルドリクの推計作業が基本的

にソ連の公式統計に基づいていることから，その手法を検討することによって，近年発表さ

れなくなったソ連の産業連関表をソ連公式統計から独自に推計したり，トレムル･グループ

の再構成連関表を評価したりするうえで，大いに参考にできることである。

次項では，スヴェルドリク連関表についての検討に先立ち，その意義を￣層明確にするた

め，予備的考察としてソ連の産業連関表の沿革と特徴を整理するＪ本稿の３ではスヴェルド

リク産業連関表の構成と推計方法の概要を示す。スヴェルドリクの推計方法についての詳し

い説明は，４で総供給高および内生部門取り'高，粗付加価値部門，最終需要部門の''頂に行う。

最後に５では，スヴェルドリクの推計方法についての検討を行い，暫定的な評価を試みる。

なお，スヴェルドリクの著作においては，産業連関表の再構成のみが目的とされているの

ではなく，それに雌づいて資金循環連関表を作成し，この資金循環表を用いた分'斤を行うこ

とにも力が入れられている。実際，スヴェルドリクは生藤物の循環と資金の循環とを統一的

にとらえるようなモデルの構築をめざしている(3)ｋしかしながら，本稿では産業連関表の

再構成という側面に焦点を合わせて検討し，この資金循環連関表の作成方法と,そのために

必要となる非生産分野サービス部門の減価償却・純生産高の求め方については，それぞれ補

論，，補論２で説明する。

スヴェルドリクの上掲の著作に掲載されている産業連関表をはじめとする原表および関連

資料は，「Ⅱ．スヴェルドリク原表および関連資料」に収録した○以下では，収録された資

料についてそれぞれ「原表Ｘ」，「付表ＸＬ「関連資料第Ｘ表」として引用する。
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（注）

(1)ソ連における産業連関表作成事情についての「ソ連内部」からのレポートとしては，

Tretyakovaetal．（１９７６）がある。

(2)望月（1984）（主として第３章第５節および第８章。第８章の初出は望月（1982））。

このうち第８章では，スヴェルドリクの産業連関表および資金循環連関表が望月氏の関心

（ベルキンの所得一商品モデルへの組み込み）に合わせて取り上げられており，その後で，

スヴェルドリクの推計作業についての紹介が若干なされている。なお，望月氏の紹介では，

スヴェルドリクの推計方法について単純な誤解がいくつか見られ，また訳出されている表

には転記ミス，誤植が数多く見られる。

なお，スヴェルドリクの推計のうち輸出・輸入に関する部分については，Ｔｒｅｍｌｅｔ

ａｌ．（1982），ｐｐ、１，１３，８５－８６で触れられており，スヴェルドリクの付表７（国内価格

による輸出・輸入の部門別構成）が収録されている。

スヴェルドリクのデータを利用したシミュレーションとしては,･久保庭（1983）がある。

(3)スヴェルドリクの論文としては，Sverdlik（1976），（１９７７）などがある。

2．ソ連の産業連関表の沿革と特徴

ソ連中央統計局の作成したソ連の産業連関表については，第１表のはじめに示したとおり

である(1)。これらのソ連産業連関表の主な特徴は次のようにまとめられる。

（１）第１象眼は物的生産部門のみの役人産出関係を示し，サービス部門は最終需要部門の構

成要素として現われる。ただし，貨物運輸，物的生産部門での通信サービス，商業・調達

・補給，工業製品の修剛サービスなどは，ソ連の経済学・統計学上の分類で物的生産部門

に含められるので，第１象眼に入れられる。このような定義によって，物的生産部門に含

められている運輸・通信部門，商業・調達・補給部門の生産物はすべて第１象限で投入さ

れ，これらの部門の岐終需要部門のマス目はすべてゼロとなる。また，建設部門の生産物

はすべて投資に用いられるとされ，建設部門の行の他のマス目はすべてゼロとされる。

(2)職人者価格表示である。すなわち，取引額は輸送費，商業費Ⅱ孔取引税，補助金などを

含んだ．価格で評価される。

(3)輸入の取扱いは競争輸入方式であり，各生産部門の行では，国内で生産された生産物と

輸入された生産物の配分が一括して示される。ただし，通常の表示形式とは異なり，外生

部門には輸入の列は設けられず，粗付川|価値部門の下に当該部IH1Ijのすべての輸入を一括し
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た行が設けられる。したがって，各行および列の合計額は各部門生産物の総生産高プラス

’'１種生産物の輸入額，すなわち各部門生産物の総供給高を示す（tOtalSUpply方式)（２）。
(4)農産物価格差補給金は，その他の補助金の取扱いとは異なり，農産物原料を購入する工

業に対する補助金として取扱われる。すなわち，農産物原料は，工業部門が調達機関から

購入する際の低い価格ではなく，調達機関が農業部門から購入する際の高い１m格で評価さ

れ，工業部ｌｊ１ｊの実際の支払額との差額はl:業部門への補助金という扱いにされる（３）。

(5)部門分類は「純粋部門」の原則による（アクティヴイティ．ベース）。すなわち，各部

門の生産物には定義上当該部門の生産物とされる生産物のみが含められ，各部門で副次的

に生産されているような生産物は，その生産を主に行う部門に分類される。

なお，以上の点はすべて，スヴェルドリクの再構成した産業連関表においても踏襲されて

いる。

一方，ソ連産業連関表の非公表部分を推計して，ソ連および西０１Ｉで再構成された産業連関

表の主要なもの（かつ公表されているもの）は，第１炎の半ば以卜に示したとおりである。

このうち，実際にはソ連【|】央統計局で作成されたものとみられる１９５９年表は，はじめ

Ｅｆｉｍｏｖｅｔａｌ．（１９６５）に掲載されたもので，芳子詳しくなって表中のAganbegyanet

aL（1965）に再録されている（以卜ではアガンベギヤン表と略す）(4)Ｌまた，ベルキン

には表中の1959年表についての推計のほか，1966年表についての部分的な推計もある(5k

他方，トレムル・グループには表中の大規模な再構成表のほか，その推計過程で作成したも

のや，大規模表を集計したものとして，内生６～７部門表，１５～18部門表などが数多く存在

する。

この第１表から，ソ連側では連関表の推計作業が，とくに最近はほとんど行われていない

ことが確認される。既述のように，スヴェルドリクの;業績が往日に値する大きな理由がこの

点にあるわけである。

（注）

(1)ソ連産業連関表の沿革について詳しくは，久保庭・二瓶・横倉・田畑（ｌ９８５ｂ）参照。

なお，１９８２年表については，その内容にまで触れた文献は筆者の知るかぎり現れていな

いが，その作成に言及した文献は数多くある。たとえば，Gol，denberg（1982），（1983）

参照。このほか１９７５年からは小規模な産業連関表が毎年作螂成されるようになったといわ

れる（たとえば，１９７５年は内生18部門，うち工業が13部門）。これについてはGol'ｄｅｎ－

ｂｅｒｇ（１９８０）が詳しい。

(2)ソ連の産業連関表がｔｏｔａｌｓｕｐｐｌｙ方式であると判断した根拠は，ソ連側が公表して
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（第１表）ソ連の産業連関表

年次

（術㈱

（１）ここにILjげた/(t(t，すべてｲﾉ)|Ⅱilli桁（､１１；1111i橘）Ⅲ州Iiで【F,(ルｑｉＷｉ輪人ﾉﾉﾊﾞか|Ｒ;>』［(いる両

(2)「(】ｌ)(）（Ｇｒ⑪笥矧Ｉ川】U恥11(､（)'｣ＩＰＩ,１）Ｉ（tll（１）)舵、－ＸＩ)ii災lllllIU人，’'1'Ｓ１Ｔｉ１Ｍ１Ｓｕｌ１ＩＪＭｌは総(1t給冊,ベースＩＰＩ靴jmⅡＵ

ノ(を,Ｍ－ｎ

(3)./iMlIl姥よのフォーマットにﾘﾑづく↓}ので，確L4Ml1されてい（い、ｊV部(t・ｽｲﾘﾄ麺１Ｍ１゜（ＩＬ】８５ｈ）．ｐｐ､１'－１１参H1し

(4)トレムル・グループはIh1dでけ．こオトム（;、Ｏとみ/北ているが．ここでもソ連'１１１発ＪＷＪフィーマ…，卜に従っノコ

151との１Ｗ，イャトリ〕迎いはJ;ｊｂｌｊのの‘はとy>にＷｉｍ１ｊｖｅｔ：１１（19(;５１．ｐＩ)ハ)６－９７に}U`ldlさｲ［たも'！〕である醤
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いる各年の連関表のフォーマットがこの方式であること，各年の連関表に付随して工業，

農業の総供給高（総生産高ではなく）の各部門への配分比率が発表されていることの２つ

である（このデータはスヴェルドリクの推計では極めて重要である）。これに対して，ト

レムル・グループには，ソ連の連関表はｔＯｔａｌｓｕｐｐｌｙ方式ではなく，ｇｒｏｓｓｄｏｍｅｓ－

ｔｉｃｏｕｔｐｕｔ方式であるとする記述もみられる（Ｔｒｅｍｌｅｔａｌ．（１９７３ａ），ｐ、１４，

（１９８２），ｐ、４参照）。しかしながら，トレムル・グループが別の文献で述べているよ

うに（Ｔｒｅｍｌｅｔａｌ．（1977），ｐ，３），輸入ベクトルは容易に最終需要部門から粗付

加価値部門に移すことができるので，この２方式のいずれであるのかという問題は，文字

どおり形式上の問題にすぎないといえよう。

(3)ソ連の産業連関表における農産物補助金の扱いについて詳しくは，Treml（1978），

（１９８２）参照。

(4)ＥｆｉｍｏｖｅｔａＬ（1965），ｐ、９６－９７では外生部門の「蓄積フォンド」と「固定フォ

ンド除却補填・基本修理，損失補填」の項が一括されて，アガンベギヤン表よりも列が1

列少ない。さらに，有効数字の単位がアガンベギヤン表では１０００万ルーブルであるのに

対し，１億ルーブルである。

(5)これは，内生１４部門の物的支出表（Belkin（1972），ｐｐ、９６－９７），４ｘｌ８部門の

固定フオンドバランス（Ibid.，ｐｐ、１０４－１０５），ｌ７ｘ１８部門の物的流動手段蓄積連関表

（Iｂｉｄ．，ｐｐｌＯ８－１０９）から成るものである。

３スヴェルドリク産業連関表の概要

（１）スヴェルドリク産業連関表の構成

スヴェルドリクの産業連関表（原表１～３）は，ソ連中央統計局が作成し，部分的に公表

した産業連関表を内生９部門に縮約し，その第２象限，第３象限を独自に推計することによ

って再構成したものである。その部門分類は次のとおりである。

内生部門は，「工業」，「建設」，「農業」，「運輸・通信」，Ｔ商業・調達・補給」，

「その他の物的生産」の６大部門から成り，このうち工業は，重工業，軽工業，食品工業の

３部門に分割され，農業は，社会経営と個人経営に分けられている。なお，「その他の物的

生産部門」は林業を含むものであり，軽工業は繊維・皮革などから成る狭義の軽工業である。

粗付加価値部門は，「減価償却」，「勤労者第１次所得」，「企業第１次所得」の３行か

ら成っている。勤労者所得と企業所得の分割は，労働支払（Ｖ）と剰余生産物（Ｍ）の分

割に対応するものである。
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最終需要部門は，大きく「非生産分野の消費」，「蓄積その他の支出」，「輸出」に分か

れる。

「非生産分野の消費」は「個人消費」と「非生産分野サービス」からなり，「非生産分野

サービス」はさらに次の３部門のサービスに区分されている。

(1)独立採算サービス部門（旅客運輸，住民・非生産分野の組織に対する通信，住宅・公共

経営，日用サービス，興:業組織などの有料サービス部門）

(2)科学・科学サービス

(3)非独立採算サービス部門（教育，文化保健，管理など）

「蓄積その他の支出」は，「投資支出」，「物的在庫（流動手段）増」，「その他の支出」

から構成される。このうち「投資支出」は物的生産部門での支出と非生産分野での支出に分け

られ，このそれぞれが社会経営，個人経営にさらに分割されている。「物的在庫増」の方も物

的生産部門での在庫増と非生産分野での在庫増に分けられ，ここでは前者だけがさらに社会経

営と個人経営に分割されている。以上のように，最終需要部門はかなり細かく分類されている

（計13部門）。

小計，合計欄を含むスヴェルドリク原表の各部門項目名は，第２表のとおりである。また，

本稿の以下の項で用いる主な記号および各部門の添字は，第３表に示したとおりである。以下

で，記号に付されたダッシュ（，）および（。）は，それぞれの数値が公表連関表およびNar-

khoz・から得られる数値であることを示す。

(第２表）スヴェルドリク産業連関表の縦横項目名

（Ａ）,内生部門

１重工業

２軽工業

３食品_L業

４工業合計（'十２＋３）

５建設

６農業社会経営

７個人経営

８合計（６＋７）

９運輸・通信

１０商業・調達・補給

１１その他の物的生産
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１２物的支出合計（４＋５＋８＋９＋10＋11）

(Ｂ）粗付加価値部門

１３減価償却

１４勤労者第一次所得’

１５企業第一次所得

１６純生産高合計（14＋15）

１７全生産高（12＋13＋16）

１８輸入

１９総計（１７＋１８）

(Ｃ）最終需要部門

１３個人消費

１４独立採算サービス

１５科学

１６非独立採算サービス

１７サービス部門合計（14＋15＋16）

１８非生産分野消費合計（13＋17）

１９投資支出物的生産部門社会経営

２０個人経営

２１合計（19＋20）

２２非生産分野社会経営

２３個人経営

２４合計（22＋23）

２５物的在庫増物的生産部門社会経営

2６個人経営

２７合計（25＋２６）

2８非生産分野

２９その他の支出

３０蓄積その他の支出合計（21＋24＋27＋28＋29）

３１輸出

３２総計（１２＋１８＋30＋31）
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記号・添字一覧(第３表）

〔記号〕

ｘｉｊ

Ｃｊｊ

Ｃｊ

Ｋｉｊ

△Sｉｊ

ＥＸｊ

Ｙｊ

Ｘｊ

Ｄｊ

Ｖｊ

Ｍｊ

Ｎｊ

ｌＭｊ

i部門生産物のｊ部門における物的支出（物的生産部門）

i部門生産物の非生産分野ｊ部門における物的支出（消費）

i部門生産物の消費総額（非生産分野）

i部門生産物のｊ部門における投資支出

i部門生産物のｊ部門における物的在庫増

i部門生産物の輸出額

i部門生産物の総供給高

j部門における物的支出総額

j部門の減価償却

j部門の勤労者所得

j部門の企業所得

j部門の純生産高

j部門の輸入額

ｌ字添
１
２
３
．
４
５
６
ａ
７
８
９
ｐ
ｈ
ｒ
ｇ

ｆ

重工業部門

軽工業部門

食品工業部門

工業部門全体

建設部門

農業社会経営

農業個人経営

農業部門全体

運輸・通信部門

商業・調達・補給部門

その他の物的生産部門

個人消費

独立採算サービス部門

科学部門

非独立採算サービス部門
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（２）推計力.法の概要

第１図に，スヴニルドリク産業連関表の各マス[1の数値がどのように推計されているのか

について模式的にまとめた。ここでは，この図に基づいてスヴェルドリクの推計方法の概要

を説明する。

スヴェルドリク産業連関表でもっとも重要なコントロール・トータルとされているのは，

第１図のＡ，Ｂで示した数値，すなわち，工業，農業の総供給高とその各物的生産部門およ

び最終需要部門への供給額，建投，運輸・通信，商業・調達・補給，「その他の物的生産部

門」の総供給高，工業，建設，農業，運輸．通信の純生産高などである（１）ＬこのうちＡで

示した数値は，Narkhoz・の数価をそのまま1#いたものであるが，Ｂで示した数値は，公表

された産業連関友（第１象眼）と，工業，農業の総供給高の配分に関する資料の２つからス

ヴェルドリクが推計したものである｡

公表連関表のデータについては，まず_[業部門が重工業，軽工業，食品工業の３部門に集

計されている（付表５参照）「,その際，公表連関表は１０００ルーブル単位であるが，集計結

果は１０００万ルーブルの桁で四拾/i人されている。第１図から，内生部門のかなりの部分で

この集計値がそのまま使われていることが確認される（第１図の斜線部）。

総供給高の配分比率のデータは連関表に付随してNarkhoz・に発表されているもので，た

とえば１９７２年については次のとおりである（％表示。付表１，２からの抜粋）。

総･供給高の項で示すように，このデータと公表連関表の数値を轆合的に利用して工業，農

業の総供給高が推計されており，こうして推計された工業，農業の総供給高にこの比率を掛

けて求めた数値がスヴェルドリク産業連関表の骨組を形作っているのである。

第１図のＣ～Ｈで示した数値，すなわち，減価償却，純生産高の内訳（勤労者所得，企業

所得），非生産分野の消費，投資支出，物的在庫増，輪''１．輪人などの数値は，以下に述べ

るような資料から個々に推計されており，推計結果はそれぞれの付表や，投資支出連関表，

物的流動手段蓄積連関表にまとめられている。

これらの推計でもっとも頻繁に利用されているのは，Narkhoz・のソ連公式統計である。

各年のNarkhoz・に掲載されている通常･の統計データのほか，非生産分野の消費の推計では，

Narkhoz、１９６４の「１９５９～1963年の非生産消費の物的・素材･的構成に関する部門連関表」

－１０－
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（以下では「消費構成表」と略す）が利用されている。これは，食品９品目（２部門），非

食品41品目（10部門）について「消費総額」とその内訳（「住民の個人消費」，「住民サー

ビス施設，科学施設，管理における物的支出」）を示した一覧表で，各年のNarkhozoに

掲載されている利用国民所得の消費の内訳（関連資料第１表参照）を商品別に詳しくしたも

のである。

Narkhoz.以外の資料では，非生産分野に関する推計においてルトガイゼルの資料が活用

されている。この資料はNarkhoz､の資料と整合的なものであり，とくに重要なものについ

ては関連資料第２～５表に訳出した。コルホーズに関する推計においては，各コルホーズか

らの報告をまとめた「コルホーズ年次報告」（poHOBbleOTueTblKOJIxOsOB）が利用さ

れているが，ソ連国外でこの資料を参照するのは困難なようである。また，輸出・輸入など

何箇所かの推計では，1959年のアガンベギヤン表が参考にされている。特定の推計に使わ

れるこのほかの資料については，以下での詳しい説明の際に触れることにする。

（注）

(1)スヴェルドリク自身は，総生産高プラス輸入を意味する「総供給高」という言葉を使っ

ているわけではないが，本稿では「総生産高」との違いを明確にするために，意識的に

「総供給高」という言葉を用いることにする。

４スヴェルドリクの推計方法：各論

(1)総供給高および内生部門取引高

1）総供給高

工業，農業の総供給高は，公表連関表の数値と，両部門の総供給高の配分比率の資料か

ら推計する。公表連関表（第１象限）では，重工業部門の一部が削除されているため，工

業の総供給高の推計には若干複雑な処理が必要となる。建設，運輸・通信の総供給高は，

Narkhoz､の社会的総生産高の数値に等しいとする。商業・調達・補給，「その他の物的

生産部門」の総供給高については，公表連関表の数値に基づく仮設的な推計を行う。

(a）工業

工業の総供給高Ｙｄは次の式で求める。

Ｙｺﾞー（Ｘｄ４＋Ｘｄｏ＋Ｘｕ７＋Ｘｄ８＋Ｘ‘９）／（ｘｄ４＋ｘｄα＋ｘｄ７＋ｘｄ８＋ｘ“）（１）

ここで，Ｘｄノは工業生産物のｊ部門への供給額であり，ｘｄノはこのＸｄノがＹｄに占

める比重である。すなわち，(1)式の右辺の分子は工業生産物の工業以外の物的生産部門
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への供給総額であり，分母はそれがＹ‘に占める比重を示している。この分母のｘｄ/は，

前項で述べた工業総供給高の配分比率のデータから既知である。たとえば，１９７２年は

ｘｄ４＋ｘｄａ＋（ｘｄ７＋ｘｄ８＋ｘｄｇ）＝ｑＯ７１＋００３３＋００１８＝０１２２

となる。

このように(1)式の分母で用いる総供給高配分比率のデータｘ幻は削除のない工業生産

物全体についての数値であるから，分子のＸのについても公表連関表の数値Ｘｄノ,をそ

のまま使うことはできず，削除のないｘｄノを推計しなければならない。その推計は次の

ように行う。

.XdﾉｰXdj,+〔Xﾉｰ(Xd／+Xα/'+Xg/')〕 （２）

（ｊ＝４，ａ，７）

ここに，ｘｄノ’は公表連関表から得られる工業生産物のｊ部門への供給額（ｊ部門にお

ける支出額），ＸノはNarkhoz・から計算されるｊ部門の物的支出総額で，

XﾉｰP/゜_(D/+川｡) （３）

である。ここに，Ｐノ。，Ｎ/゜はそれぞれNarkhoz、から得られるｊ部門の社会的総

生産高，国民所得であり，Ｄノは減価償却の推計値（後述）である（付表３参照）。

(2)式では，Narkhoz・から計算される物的支出総額Ｘノと，公表連関表から得られる

物的支出総額（Ｘｄノ,＋Ｘａノ’十Ｘ９ノ,）との差額を,公表連関表のＸゴノ，に加えてい

る。その際，Ｘノは生産者価格であるので（(3)式の社会的総生産高Ｐノ･が生産者価格

である），公表連関表の物的支出総額の方も，商業費用（Ｘ７/,），輸送費（Ｘ８ノ，）

を除いてある。以上が(2)式の含意である）

ただし，商業・調達・補給部門と「その他の物的生産部門」に関しては，社会的総生

産高，国民所得についてこの２部門を一括したデータしかNarkhoz・から得られないの

で，(3)式を利用することができない。そこで，この２部門については公表連関表の工業

生産物支出額をそのまま用いることにする。

Ｘ‘ノーＸの， （ｊ＝８，９）（２）

（２）式，（２）,式で求めた各部門の工業生産物支出額を合計することにより，≦工業以外の

物的生産部門による工業生産物の総支出額が求められる。これを（１）式に代入して，

工業の総供給高が確定される（付表ｌ参照）。

なお，各工業部門の総供給高は，以下で||頂次計算される物的支出総額，減価償却，純

生産高，輸入の合計として定まる。

1３－



Ib1建設

建設の総供給高Ｙ４は，Narkhoz・の社会的総生産高Ｐ４･に一致する。

Ｙ４＝Ｐ４｡ （４）

ＩＣ）農業

農業については工業と同様の方法で総供給高Ｙ・を推計する。

Ｙα＝Ｘ・‘，／ｘ“ （５）

ここでは「農業部門による農業生産物の物的支出」の額Ｘ`。，およびその比率ｘｏｏの

データを用いており，公表連関表の数値Ｘ`。'がそのまま利用できる（付表２参照）。

農業の社会経営，個人経営の総供給高については，個人経営の比重が，１９６０年＝３７．５

％，１９６５年＝３５．３％，1970年＝３２３％，１９７４年＝２８．６％であったというデータ

（Planovy（1977），ｐ、２７０）を外挿しこの比重が１９５９年＝３８０％，1966年＝

３４．８％，１９７２年＝３０．５％であるとして，仮設的に計算する。

(d）運輸・通信

運輸・通信の総供給高Ｙ７は，Narkhoz・の社会的総生産高Ｐ７ｏに一致する。

Ｙ７＝Ｐ７゜ （６）

(e）商業・調達・補給

商業・調達・補給部門についてはNarkhoz､から社会的総生産高のデータが得られない。

そこで，この部門の生産物がすべて生産部門に投入されることから，次式で総供給高Ｙ８

を推計する（単位１０億ルーブル）。

Ｙ８＝ＺＸ８ノ’十０．６（７）

これは，1959年のアガンベギヤン表において，この部門の総供給高が，公表連関表か

ら得られる総供給高（すなわち物的生産部門における商業・調達・補給生産物の総支出額

ZX8ノ，）を６億ルーブル｣二ｌｂ]っていることを参考にしたものである。

(f）その他の物的生産部門

「その他の物的生産部門」の総供給高Ｙｇは，物的生産部門における支出額ＺＸ９ノ，

（公表連関表）に非生産分野における消費Ｃ,を加えて，次のように推計する。

Ｙ１，＝』'ＸＩ１ノ，＋Ｃ卿（８）

０，＝Ｃｏ－（Ｃｄ＋Ｃａ＋Ｄ〃）（９）

すなわち，非生産分野における消費ＣＤは，国民所得中の消費総額Ｃ・（関連資料第１

表参照）から，工業，農業の生産物の消費額Ｃｄ，Ｃ・と，非生産フォンド減耗額Ｄ,，

（後述）を差し引いて求める。このうち工業，農業化産物の消費額は，既に求めた工業，

農業の総供給高に，消費の比率（総供給高の配分比率のデータ）を掛けて計算する。

－１４－



以上で各物的生産部門の総供給高が求められた。工業，農業については，ここで求めた総

供給高に前掲の配分比率の数値を掛けると，消費，蓄積などの数値も算定することができる。

1972年についての推計結果は，次のとおりである（単位１０億ルーブル）。これが'スヴェ

ルドリク産業連関表の骨組になる。

２）内生部門取引高

上述のように，工業，農業の各物的生産部門への供給額は既に求められている。残され

た内生部門のマス目を埋めていく作業は，次のように行う。まず，重工業部門との取引以

外のマス目は，基本的に，集計された公表連関表のデータをそのまま用いる。重工業部門

との取引のマス目は，行・列の残差として求める（第１図参照）。すなわち，工業部門に

ついては，まず公表連関表のデータで軽工業，食品｣二業のマス11を埋め，次に工業全体の

マス目を推計された数値（あるいは行・列の残差として求められた数値）で埋め，最後に

残差として重工業部門の数値を計算する。

農業部門の社会経営，個人経営への分割については，公表連関表から直接的には何の‘情

報も得られない。従って，この分割はスヴェルドリクによる独自の推計であるが，スヴェ

ルドリクはその方法について詳しくは何も述べていない。

（２）粗付加価値部門

１）減価償却（固定生産フォンド）

固定フォンドの減価償却については，Narkhoz・に国営企業・経済組織のmii価償却控除

額に関する産業部門別（９部門）データと，工業部門別の減価償却率のデータが掲載され

ているので，基本的にこれを利用する。このうち前者のデータには非生産フォンドの減価

償却も含まれているので注意を要する（')。なお，この項では，1959～１９７５年につい

－１５－
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てデータを整えることに関連して（付表８），１９７０年が計算例として挙げられている。

(aリエ業

工業全体の減価償却Ｄｄの推計は，1971年までは次の（１０）式で，1972年以降は（11）

式で行う。

Ｄα＝．。。.Ｆｄｏ （10）

Ｄゴー（。‘。．Ｆｄｏ＋，。。）／２（11）

ここで，ｄ‘。，Ｆｄｏ，ＤｄｏはそれぞれNarkhoz,から得られる減価償却率，固定フォ

ンドの年平均価額（Narkhoz・に掲載されている年初価額から計算)，減価償却額である。

Narkhoz・の減価償却の数値Ｄｄ・を直接利用せず，（10）式のように計算するのは，

Narkhoz・から工業部門別の減価償却額が得られず，工業部門別の減価償却率ならば得ら

れるという事情による。すなわち，（１０）式を使えば，工業全体と各工業部門について同

一の方法で減価償却を計算できるのである。一方，］９７２年以降について(11）式で推計す

るのは，１９７１年頃までは（10）式で計算したり。とNarkhoz・の，｡。との間にそれほど

格差がなかったのに対し，1972年以降かなりの格差がみられるようになったことによる(2｛

との原因については，（10）式で用いる固定フォンドのデータが対比価格であるため，

１９７２年の固定フォンド再評価の影響を受けるという点がまず考えられる。しかし適当

な調整を行うだけの資料がないので，（11）式では単純に計算値とNarkhoz．の数値との

平均を取っている。

各工業部門の減価償却についても，1971年までは（１０）式と同様に計算する。

Ｄｉ＝ｄｊ。．Ｆｊ （10)，

ここで，各工業部門の固定フォンド年平均価額Ｆｊは，工業の固定フォンド総額に占める

各部門の比重のデータ（Narkhoz.）を用いて計算する（３）。１９７２年以降の算定方法に

ついてスヴェルドリクは明記していないが，算定結果（付表８）から判断して，（１０），

式を基礎に，総額が（11）式による工業全体の推計値に合うよう，仮設的に補正したもの

と思われる。

(ｂｌ建設

建設の減価償却Ｄ‘は次の式で推計する。

ＤＩ＝Ｃ・Ｄ,。 （12）

Narkhoz・の減価償却のデータ、４゜は，国営請負建設組織のみの数値であるため，係数

Ｃを用いてこれを補正する。この係数は，請負組織の純生産高に対する建設全体の純生産

高の比率を示す係数で代用する。その算定方法については純生産高の項で説明する。

－１６－



ＩＣ）農業

農業の減価償却Ｄａは，社会経営（国家経営，コルホーズ）の減価償却Ｄ５，個人経

営（住民）の減価償却Ｄ６の合計として求める。

Ｄα＝Ｄ５＋Ｄ６ （13）

Ｄ５＝Ｄａｏ＋りん （１４）

Ｄ６＝Ｄ５・ｆＰ／（１－ｆＰ）（'5）

ここで，ＤａｏはNarkhoz・に掲載されている農業の減価償却額で，国家経営の減価償却

に相当する。Ｄﾉｂはコルホーズの減価償却で，１９７０年以前はKapitarnie（１９７２），

ｐ､15のデータを用い，1971～１９７５年は「コルホーズ年次報告」を利用する。ｆＰは

農業の固定フォンド総額に占める住民の固定フォンドの比重（Narkhoz､から計算）で，

これを用いてＤ６を推計する。

ｌｄｊ運輸・通信

運輸．通信の減価償却Ｄ７は次の式で計算する｡

Ｄ７＝Ｄ７°－（Ｄ"'＋Ｄｗ）（'6）

Ｄ"ノーｄｗ．（Ｃ"ノ／ｃ"'）（'7）

Ｄ"ｃ＝ｄ〃ｃ･（Ｃ"ご／ｃ〃‘）（'8）

ここで，Ｄ"/，Ｄ"ｃはそれぞれ旅客運輸,非生産分野通信の減価償却額である。また，

ｄ〃／，ｃ"『はそれぞれ旅客運輸に対する住民の支払’ルーブル当たりの減耗額および

物的支出額で，Ｃ,Zrは旅客運輸の物的支出総額であり，ｄ〃ｃ，ｃ〃ｃ,Ｃ"ｃは非生

産分野通信の同様の数値である。

（16）式では，Narkhoz・に掲載されている減価償却Ｄ７ｏが運輸・通信部門の非生産分

野の減価償却をも含んでいるため，その部分を控除している。

（１７）式では，そのうち旅客運輸の減価償却を推計している。計算に使われるデータは

すべてRutgaizer（１９７５）の資料から得られる。Ｃ"/／ｃ〃『により，旅客運輸に対

する住民の支払総額が求められるので,これに「住民の支払’ルーブル当りの減価償却

額」ｄｗを掛ければ，旅客運輸の減価償却総額が得られる。（18）式では，非生産分野

通信について同様の推計を行っている。

たとえば，1970年についての推計は次のとおりであるく住民の支払’ルーブル当た

りの額はコペイカ，その他は,0億ルーブル単位。Rutgaizer（1975），Ｐｐ、１４４，１５７

－１５８，１６４，Narkhoz・’９７０，Ｐ，７２９に基づく計算）。

Ｄ"ノー１９２．（１８／２５．５）＝Ｌ３

Ｄ"ｃ＝２５８．（０．４３／３７１）＝０３
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９

Ｄ７＝５．４－（１．３＋０．３）＝３．８

１e）商業・調達・補給

商業・調達・補給の減価償却Ｄ８は］Narkhoz･の数値Ｄ8゜に一致する。
ｏ

Ｄ８＝Ｄ８ （19）

ただし，Ｄ８ｏは，Narkhoz・に掲戟されている商業，調達,補給の３部門の国営企業・経

済組織の減価償却と，消費協lL1組合の減価償却の総和である。

(f）その他の物的生産部門

「その他の物的/|ﾐ塵部門」の減Iilli償却Ｄ１ｊについては資料が城いという事'情もあり，減

llli償却額はゼロとする。

ＤＩＩ＝０（20）

２）純生産高(勤労者所得，企業所得）

Narkhoz・には，［［業」，「膿業」，「iili輪・通信」，「建設」，「商業･調達.補給その

他」の５大部門別の[IR1民所得が褐,liliされている。そこで，ｉ部門の純生産高Ｎｉは，次のよう

に推計する。

Ｎｉ＝Ｎｉ。 （ｉ＝ｄ，４，ａ，７）（21）

Ｎｉ＝Ｙｊ－（Ｘｊ＋、ｊ）（ｉ＝８，９）（22）

すなわち，工業，農業，述輸・通信，建設の４部門については，Narkhoz・の国此所得の数

値Ｎｉ・に等しいとし，商業・調達・補給と「その他の物的生産部門」については，前項まで

に求めた総供給高Ｙｊ，物的支'11総額Ｘｊ，減価償却Ｄｊから計算する。

本項の課題は，（21），（22）式で求めた各部門の純生産高を，勤労背の第一次所得（Ｖ：

労働支払）と企業の第一次所得（Ｍ：剰余生産物）に分騨|Ｉすることにある。ｉ部門の勤労荷所

得Ｖｊと企業所得ＭｊのIjU1lI的な推計式は次のとおりである。

Ｖﾉー（ｌ＋ａｊ）・ＷＦｊ （23）

Ｍｊ＝ＰＲｊｏ＋ｂｊ・ＷＦｉ （24）

ＷＦｊ＝１２．Ｌｊ｡．Ｗ'。 （25）

ここでＷＦｉは，Narkhoz・の年平均労働者・職員数Ｌｊ．および川平均賃金Ｗｉｏから計算す

る「賃金フォンド」で，勤労者所得にはさらにこの「賃金フォンド」の数パーセントと見積る

「その他の貨幣支払」（出張費など）が加算される。各部門のこの係数ａｊは，専門的な推定

による。企業所得Ｍｉは，Narkhoz・の利潤ＰＲ，。と，「貸金フォンド」の数パーセントに

れをｂｊで示す）として算定される社会保険控除で構成される(4)。

ここでスヴェルドリクが若干W'1題としているのは，基本賃金以外のプレミアムを勤労者所得
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に入れるか，企業所得に入れるかという点である。プレミアムには原価から支払われるもの

と，企業利潤（経済的刺激フォンド）から支払われるものがあり，その源泉は経済学的根拠

もあいまいで，一定でもない。そこで，プレミアムはすべて勤労者所得に入れることにして

いる。実際，Narkhoz・の月平均賃金のデータは,企業利潤からのプレミアムを含んでおり，

この解釈に合うものである（たとえばNarkhoz、１９７５，ｐ、８０４参照）。

(a）工業

工業全体および各工業部門の勤労者所得は，次の式で推計する。

Ｖｊ＝（ｌ＋００３）・ＷＦ２＋Ｙｂ （ｉ＝ｄ’３）（26）

Ｖ２＝（１＋003）・ＷＦ２（27）

Ｖ，＝Ｖｄ－（Ｖ，＋Ｖ３）（28）

ここでは「その他の貨幣支払」を「賃金フォンド」の３％と見積り，工業生産に従事す

るコルホーズ員の所得Ｗ（「コルホーズ年次報告」のデータ）を，食品工業の勤労者

所得に加える、

工業全体の企業所得Ｍ‘は，（21）式，（26）式で求めたＮ‘，Ｖｄから

Ｍｄ＝Ｎ‘－Ｖ。 （29）

と計算し，各工業部門の企業所得Ｍｉは次のように推計する。

Ｍｊ＝ＰＲＩ。＋００６８.ＷＦｊ＋（Ｔｊ－ＳＵｊ）（ｉ＝２，３）（30）

Ｍ１＝Ｍｄ－（Ｍ２＋Ｍ３）（３Ｄ

軽工業，食品工業では利潤に占めるプレミアムの比重が小さいことや，計算が近似的な

ものであることなどから，ここではプレミアム部分を控除せず，Narkhoz・の両部門の

利潤の数値をそのまま用いる。また，社会保険控除を「賃金フォンド」の６８％と見積

り，そのうえで取引税Ｔｊを加算し，国庫からの補助金ＳＵｊ（農産物価格差補給金）

を差し引く。このうち，軽工業，食品工業両部門の取引税額はＫｕｃｈｋｉｎ＝Morozov

（１９７４），ｐ、１５５，Borovik＝Plashchinsky（１９７２），ｐ・’７９からデータが得られ

る。

農産物価格差補給金の総額は，次の関係式から計算する（カッコ内は１９７０年の数値，

単位10億ルーブル）。

工業の工業の国民経済全体の工業への農産物

貨幣蓄積＝利潤十取引税総額一価格差補給金（32）

（93）（56）（49）（12）

この計算に必要なデータはすべてNarkhoz､から得られる(5)。この価格差補給金総額
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の軽工業，食品工業への分割は仮設的に行う。

以上の推計は，たとえば,970年について次のようにまとめられる（単位'0億ループ(i))。

(ｂ） 建ｉ没

建設の勅<が荷所得Ｖ，，企業所得Ｍ１は次の式で推計する。

ＶＩ＝Ｃ・Ｖ４’十Ｖヵ （33）

Ｍ１＝Ｃ・Ｍｌ， （34）

C=(Ｎ1.-Ｗ)/(V,,+Ｍ１')(35)

Ｖ４，＝ＷＦ１＋Ｖｋ （36）

Ｍ，．＝ＰＲ,。＋００６１．ＷＦ４（37）

こで，Ｖピは建設に従事するコルホーズ員への労働支払（「コルホーズ年次報告』ここで，ＶＫは建設に従事するコルホーズ員への労働支払（「コルホーズ年次報告』のデ．

一夕）であり，ｖｐは建設部門中の個人建設部分の純所得で〆住民の住宅建設投資のデー

タ（Narkhoz．）で代１１Ｉする。

（33），（34）式において係数Ｃ（Ｃ＞１）を用いて（36），（37）式で計算される数値

を修正しているHl1lhは，このような楠lrを行わないと，Ｖ,，とＭ４，の合計が,Narkhoz・

の建設部門l]i11kJﾘ了得の値Ｎ,/,を大きく下１１１１ることによる。この格差は，投賢によって遂

行される投計・調査，地質探査，掘削作業などが建設部｢''1の生潅高に入っているにもかか

わらず，Narkhoz・に」,典づくＷＦ４，ＰＲＩ・ではそれらが考慮されていないことによるも

のである。そこで，（35）式で換算係数を求め，この係数を掛けて勤労行所得，企業所得

それぞれの計算｛１１`jを修lliしている。ただし，（35）式では建設部門の'五1腿所得から個人建

－２０－

工業合計 軽工業 食,'Ⅱ１，工業 重工業

賃金フォンド

その他の貨幣支払

コルホーズ1-1への労(肋支払

５
５
６

０
１
０

５ ２
３
０

■
●
■

０
１
０

４１
１
６

●
●
●

４
０
０

２
１
０

６
０
０

勤労者所得 5２６ 6.3４８４Ｌ５

社会保険控除

利潤

取引税

価格差補給金

０４０３

７０７．４

1３８２５２

１５１１．５

企業所得 95.7 19.7２１４５４６

純生産高 148.3 26.0２６２９６」



設部分ｖ，を差し引き，社会セクター部分の換算係数を求めている。

たとえば1970年については次のように推計される（単位10億ルーブル）。

Ｖ４，＝１６．３＋０．８＝17.1

Ｍ４’＝４．８＋０．０６１．１６．３＝ａ８

Ｃ＝（３００－１．６）／（１７．１＋５．８）＝Ｌ２４

Ｖ４＝Ｌ２４ｘ１７．１＋１６＝２２８

Ｍ，＝Ｌ２４ｘ５Ｂ＝７．２

ＩＣ）農業

農業部門全体の勤労者所得Ｖα，企業所得Ｍα，社会経営の勤労者所得Ｖ５，企業所

得Ｍ５，個人経営の勤労者所得Ｖ６は，次のように推計する。

Ｖα＝Ｖ５十ＶＯ （38）

Ｍα＝Ｍ５（39）

Ｖ５＝（１＋０．０１）・ＷＦα＋ＶＫ （40）

Ｍ５＝ＰＲ。。＋１０４４．ＷＦａ＋Ｍ（ （４１）

Ｖ６＝Ｎｏ．－（Ｖ５＋Ｍ５）（42）

ここでＶ脈，ＭＫはコルホーズの勤労者所得，企業所得である。

まず，ソフホーズその他の国営農業企業の勤労者所得では，「その他の貨幣支払」が

「賃金フォンド」の１％と見積られ，企業所得は利潤プラス「賃金フォンド」の４４％

相当の社会保険控除として計算される。
（７）

コルホーズについては，「コルホーズ年次報告」に1965～1975年のデータがある。こ

れ以前の期間については1965年の『コルホーズ年次報告」のデータと〆各年のNarkhoZ

の「コルホーズの農業からの貨弊所得」の数値ＩＮＫを用いて，間接的に計算する。すな

わち，1965年について次の数値が既知である（コルホーズの純生産高ＮＫおよびINK

の単位は10億ルーブル，ＩＮＫの出所はNarkhoz、1965,ｐ、４１４）。

ＮＫ／１Ｎバー１７．５／１９．０＝０９２

Ｍｋ／Ｖパー１．５４

そこで，この２つの比率が１９６５年以前にも妥当すると仮定して，各年のＩＮＫのデー

タ（Mjrkho踏．）から，純生産周Ｎｋおよびその内訳のＶＫ，ＭＫを計算する。

個人経営の純生産高は，農業全体の純生産高Ｎａ。（Narkhoz・の国民所得）から社会

経営の純生産高を差し引いて求める(8)。なお，国民所得統計では住民経営の純生産高

（あるいは住民の純UT得）は勅労者所得に入れられる。したがって，農業全体の企業所

得は，社会経営の企業所得に等しい。
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１９７０年についての推計は次のとおりである（単位10億ルーブル）。

Ｖ５＝1.01.10.4＋１３．０＝２３．５

Ｍ５＝４．９＋１．０４４．１０４＋９．０＝１４．３

Ｖ６＝６３．１－（２３．５＋１４．３）＝２５．３

Ｖ。＝２３．５＋２５．３＝４８．８

Ｍ．＝１４３

(d）運輸・通信

運輸・通信部門については，Narkhoz・の労働統計，利潤統計の数値が非生産分野の数

値をも含んでいるため，Narkhoz・に基づく「賃金フォンド」ＷＦ７，利潤ＰＲ７゜を直接；

利用することはできない。そこで，次のように推計する。

Ｖ７＝（Ｎ７ｏ－ＰＲ７）／1０５（43）

Ｍ７＝Ｎ７ｏ－Ｖ７ （44）

ＰＲ７＝０７.ＰＲ７° （45）

（45）式では，生産運輸・通信部門の利潤が，Narkhoz・のこの部門の利潤ＰＲ７ｏの70％

であると仮定している。これは，１９５９～1975年について運輸・通信の減価償却総額

（Narkhoz・の数値）に占める物的生産部門の比重が大体70％で，大して変化がなかった

ことから，この比重を運輸・通信の利潤総額に占める物的上|ﾐ産部門の比重としてそのまま

採用したものである。

次に（43）式では，この部１１Wの純生産高が「賃金フォンド」，利潤，社会保険控除

（「賃金フォンド」の５％）から成ると仮定して，純生産高の内訳を計算している。

１９７０年についての推計は次のとおりである（単位10億ルーブル）。

ＰＲ７＝０．７．１１５＝８．１

Ｖ７＝（16.3-8.1）／１０５＝７．８

Ｍ７＝１６．３－７．８＝８．５

(ｅｌ商業・調達・補給

この部門の勤労者所得Ｖ８，企業所得Ｍ８は次のように推計する.

Ｗ=WF8+(N8-N8，)/2(46)

Ｍ８＝ＰＲ８°＋Ｗ８－Ｎ８，）／２（47）
Ｏ

Ｎ８，＝ＷＦ８＋ＰＲ８ （４８）

純生産高を構成する「賃金フオンド」ＷＦ８と，商業，調達，補給・販売各部門の国営

企業．経済組織および消費協同組合の利潤ＰＲ８°をNarkhoz・データから計算し,（22）

式で求めたとの部門の総生産高Ｎ８と比較すると,後者がかなり大きい。その格差は，
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１９５９年＝２２億ルーブル，１９６６年＝25億ルーブル，1972年＝15億ルーブルとなっている。

ここでは仮設的にこの格差の半分を「賃金フォンド」に，残る半分を利潤に加えること

によって，この部門の勤労者所得と企業所得を算定する(9)。

(f）その他の物的生産部門

この部門の純生産高の構成については，Narkhoz,から極めてわずかなデータしか得

られない。すなわち，年平均労働者・職員数については１９７０年から「その他の部門」

の内容が変化しており，この部門の月平均賃金，利潤に関するデータも掲載されていな

い（１０)。したがって，この部門の純牛産高の内訳は仮設的に決めるほかはなく，（22）

式で求めた純生産高Ｖ９の90％を勤労者所得とし，残りを企業所得とする（'１)。

Ｖ⑭＝０９．Ｎ９ （49）

Ｍｎ＝Ｎ⑨－Ｖ９ （50）

(3)最終需要部門

１）非生産分野サービス

Narkhoz・の国民所得中の消費総額Ｃ゜は，次のように定義されている。

Ｃ・＝Ｃｄ＋Ｃａ＋Ｃ９＋Ｄ〃（51）

ここで，Ｃｄ，Ｃａ，ＧＩはそれぞれ非生産分野における工業，農業，「その他の物的生産

部門」の生産物の消費額で，Ｄ〃は固定非生産フォンドの減価償却額である。この関係式は，

｢その他の物的生産部門｣生産物の総生産高を求める際に既に利用したものであり（（９）式参ｉ

照），Ｃｄ，Ｃ、，Ｃ９は総供給高の項で既に求められている。しかしＤ〃の算定方法に

ついては述べていなかったので，まずそれについて説明する。

固定非生産フォンドは，非生産分野サービス部門の固定フォンドと住宅フォンドから成る。

したがって，そjれぞれの減価償却額をＤｓ，Ｄ，で表わすと，

Ｄ〃＝Ｄｓ＋Ｄ， （52）

である。このうち１９５９年についてはNarkhoz、１９６４の「１９５９～１９６３年の消費構成表」

に両方の減価償却額が掲載されている。１９６６，１９７２年のサービス部門の減価償却Ｄｓにつ

いては，ルトガイゼルの資料を利H]する（関連資料第２表)。住宅の減価償却Ｄ′は次のよう

に推計する。Narkhoz、１９６４の「消費構成表」から，1959～1963年について住宅の減価

償却額が住宅固定フォンドの約３％であることが分かる。1963年に減価償却率が引き上げら

れたことを考慮して，１９６４年以降の減価償却額は住宅フオンドの４％として算定する（12)。

（51）式における各部門生産物の消費は，非生産分野サービス部門における消費と，個人
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消費から成る。ここでの課題は，非生産分野サービス部門全体およびその３部門，すなわち，

独立採算部門，科学，非独立採算部門の消費（物的支出）の生産物構成を算定することにあ

る。

この推計については，次の仮定を置く。

「独立採算部門および科学の物的支出はすべて重工業製品であるとし，軽工業，食品工業，

農業，「その他の物的生産部門」の生産物はすべて非独立採算部門で支出される」

この仮定により，推計しなければならない数値は，次に掲げたものだ．けとなる。

このうち各サービス部門の物的支出額（ｃｈ，ｃｒ，ｃｇ）はルトガイゼルの資料から計

算する。すなわち，ルトガイゼルの資料により，サービス部門全体の物的支出総額Ｃｓとそ

のなかに占める各部門の割合がわかるので，それを掛け合わせることで各部門の物的支出額・

が求められる（関連資料第２～３表参照）。

次にサービス部門全体の物的支出総額Ｃｓの生産物構成を確定する。１９５９年については，

Narkhoz、1964の「１９５９～1963年の消費構成表」を利用する。１９６６，１９７２年につい

ては，この資料の１９５９，１９６３年の数値から次のように算定する（付表11参照）

（ｉ）農業Ｃ“，「その他の物的生産部門」Ｃ()ｓについては，１９６３年の水準にほぼ等

しいとする。

（ii）工業全体については，総額からこの２部門の数値を差し引いて求める。

Ｃｄｓ＝Ｃｓ－（Ｃａ＄＋CDS）（53）

（Ⅲ）軽工業Ｃ２ｓ，食品工業Ｃ3ｓについては，１９６３～１９６６年，1966～１９７２年の年

平均増加額が1959～１９６３年の年平均増加額に等しいとして計算する。

（１V）残差として重工業の額が求められる。

CIS＝Ｃｄｓ－（Ｃ２ｓ＋Ｃ3＄）（54）

－２４－

独立採算

部門

科学 非独立採算
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Ｃ
Ｏ
０

ｒ

Ｃ
Ｏ
０

Ｄ
Ｃ
Ｓ

Ｉ
２

３３

Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｊ
Ｓ

ｌ
２
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Ｃ
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農業
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Ｏ
Ｏ

Ｏ
Ｏ

Ｃ

Ｃ

ａＳ

ＩＩＳ

ｃ

ｃ

＠s

ns

物的支出'合計 Ｃ ﾉｈ Ｃ 「 Ｃ
９

Ｃ ＄



各サービス部門の物的支出額の生産物構成のうち，以上の計算で確定していないのは非独

立採算部門における重工業製品の支出ｃｌｇだけである。これは次のように残差として算定

される（付表10参照）。

Ｃｌｇ＝ＣＩｓ－（Ｃ〃＋Ｃ，）（55）

なお，以上の推計では，農業生産物はすべて農業社会経営の生産物であるとされている。

2）個人消費

工業，農業，「その他の物的生産部門」の各部門生産物の個人消費額ｃｊｐは,非生産分野

消費総額Ｃｊから，前項で求めた非生産分野サービス部門における消費額Ｃ恋を差し引い

て求める。

Ｃ２ｐ＝Ｃｊ－Ｃｉｓ （ｉ＝。，ａ，９）（56）

ここでの課題は，工業生産物の個人消費Cdpの部門別構成（重工業Ｃｌ，，軽工業Ｃ２ｐ，

食品工業Ｃ３，）と，農産物の個人消費Ｃ”の経営別構成（社会経営，個人経営)を算定する

ことにある。

１９５９年の工業生産物個人消費の部門別構成については，Narkhoz、１９６４の「消費構成表」

から直接求められる。1966,1972年については，次のように推計する。

Ｃｊ，＝ＴＲｊ （ｉ＝１，２）（57）

Ｃ３ｐ＝Ｃｄｐ－（Ｃｌｐ＋Ｃ２ｐ）（58）

ここで，ＴＲｊはNarkhoz・から計算したｉ部門生産物の小売商品売上高である。この推計

方式は以下のような考察に基づいている□

まず1959,1963年について「消費構成表」の数値と，Narkhoz・の小売商品売上高の数

値を比較する。はじめに，Narkhoz.の「国営・協同組合商業の小売商品売上高（公共食堂

を含む）」から，「窓ガラス」，「木材．，挽材，セメント，レンガ，鋼材，その他の建設材

料」，「住宅建設・修理サービス」の額を控除する。各商品の各部門への分類は次のように

行う（'3)。

「その他の物的生産」：出版物

農業．：すべての販売形態における卵，じゃがいも，野菜，果実・すいか

・メロン

委託販売におけるすべての食糧品（砂糖を除く）（14）

軽工業：織物，：衣服・帽子・毛皮，

メリヤス製品・ストッキング・ソックス，靴（ゴム製を除く），

－２５－



小間物・糸，じゅうたん

:農業に分類されたもの以外の食品，洗濯石鹸，化粧石鹸・香料，

タノマコ

:残りのすべての商品

食品工業

承工業

一方，「消費構成炎」のデータも部門別に集計しておく。その際，ソ連の産業分類に従っ

て（Metodicheskie（１９７４），ｐ、７４１），食品工業には石鹸，呑料，タバコの販売

高（Narkhoz.）をj111えることにする。ここでも重工業の数値は，総額から他の部門の数値

を控除した残差とする！

こうして求めた２系列の数値をまとめたのが付表13である（15)。付表13には（56）式で

求めた工業，農業，「その他の物的生産部門」生産物の1966,1972年の個人消費額も記

入されている。工業についてみると，1959,1966年は個人消費額が小売商品売上高を０．８

％1,1i'１っており，１９７２ｲﾄﾞはこの格差が２６％に拡大している。1959,1963年をみれば|ﾘ]ら

かなように，この格差は主として食,Ｈ１ｌ１工業に由来する。そこで，1966,1972年の各工業部

門別の個人消費額については，まず，電工業，軽工業は小売商品売上高をそのまま個人消費

額とし((57）式），食品工業生産物の個人消費額は，工業生産物全体のIJiI人消費額からの残

差として算定することにしたのである((58）式）（'6） ０

次に，農産物についてこの２系列の数｛償を比較してみると，個人消費額が小売商品売上高

をかなり上回っている。この格差は個人経営で生産され，コルホーズ・ソフホーズから人手

される農産物が小売商品売上高統計で把握されないことによるものである。そこで小売商品

売上高に対応する額は農業社会経営の生産物の消費額であり，個人消賀額と小売商品売｣｣高

との格差が個人経営生産物の消費額であるとして，農産物の経営別個人消費額を算定するこ

とにする（'7)。

以上で，工業，農業生産物のそれぞれ部門別，経営別の個人消費額が求められた（'8)。

３）投資支出

ここでの課題は，亜工業，建設，麗業の生産物から成る投資支出を，生産支出，非生産支

出に分腎''し，それをさらに社会経汽への支lII，個人経↑↑↑への支出に分割することである。そ

のために，どの部門の生産物がどの部門に投資支出されたかを示す投資支出連関表（原炎４）

を作成する。しかし，ｉ部門生産物のｊ部門への投資支'１１Ｋノノを推計するための十分な資料

が得られないので，以下ではまずコントロール・トータルとしてＫノノのﾀﾞﾘ和を推計し，次に

行和を推計し最後にそれらを基礎に個々のＫｉノを仮設的に算定する。
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(a）Ｋｊｊの列和の推計

はじめに，投資支出の定義式は次のとおりである。

投資支出＝固定フォンド蓄積十固定フォンド除却補填および基本修理

十未完工建設増（59）

また，投資支出は次の式で近似することもできる（１９)。

投資支出＝投資高十国庫で賄われる施設による備品・設備購入

十固定フオンド基本修理十畜産用家畜増

一固定フォンド除却分の残高価額一投資の取消（60）

このように，投資支出と投資高は明確に区別される概念であるが，Ｋメノの列和，すなわ

ち，どの部門で投資支出が行われたかというデータは投資高の数値を利用して推計する

ほかはないので，換算係数を用いて，投資高を投資支出に換算することにする。

生産分野ｊ部門への投資支出ＫノーＦＫｊプは，Narkhoz､の投資高の数値Ｉノ゜から

次のように推計する。

ＫノーＣ腕・Ｉノ． （61）

Ｃ腕＝（Ｋｗ－ＫＪｊ〃‘）／１ｍ（62）

Ｋｍ＝Ａ加｡＋Ｄ胴十△耐 （63）

△碗＝〔Ｂ加（ｔ）。－Ｂ,,，（ｔ－ｌ）。〕／ｉｇ。 （64）

ＫノｊＵｅ＝Ｆノブ‘‘（ｔ）－Ｆハリ‘（ｔ－ｌ）（65）

Ｆ/”‘（ｔ）＝Ｆ３゜．ｆノｊ〃‘･／（１－ＬＳＤ｡）〈66）

ここで，Ｋ加，Ａ’’１．，，ｍ，Ｌ,,，△胴，Ｂ,刀（ｔ）゜はそれぞれ物的生産部門全体

における投資支出，固定フォンド蓄積，減価償却，投資高，未完工建設増，ｔ年末の未

完工建設高（コルホーズを除く）の総額で，Ｃ湘は物的生産部門の換算係数，ｉ｣?゜は

投資総額に占める国営・協同組合企業（コルホーズを除く）投資の比重である。また，

Ｋ〃〃ｅは畜産用家畜増，Ｆ/ｊ，．（ｔ）はｔ年末の家畜フォンド，Ｆｓ･は農業社会セ

クターの固定フォンド，ｆノイヅ@゜はそのなかに占める畜産用家畜の比重，ＬＳＤ･は家

畜飼養頭数全体に占める個人経営の比重である。

非生産分野ｊ部門への投資支出Ｋノについても同様に推計する。

ＫノーＣ〃・Ｉノ･ （67）

Ｃ〃＝Ｋ〃／Ｉ〃（68）

Ｋ〃＝Ａ〃．＋Ｄ〃＋△〃（69）

△汀＝〔Ｂ〃（ｔ）。－Ｂ,ｻﾞ（ｔ－１）｡〕／ｉ埒。 （70）

ここで，Ｋ〃，Ａ”.，Ｄ,１，１〃，△〃，Ｂ〃（ｔ）゜はそれぞれ非生産分野全体に
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おける投資支出，固定フォンド蓄積，減価償却，投資高，未完工建設増，ｔ年末の未完

工建設高（コルホーズを除く）の総額で，ｃ〃は非生産分野の換算係数である。

換算係数Ｃ㈱，Ｃ〃の算定に必要な生産投資Ｉ",，非生産投資Ｉ〃は次式で推計する。

１噸＝Ｉ－Ｉ〃（７１）

Ｉ〃＝Ｈ〃一ＰＵ”〃＋△〃（72）

ＰＵ脚〃＝ＢＵ必〃／ＢＵァ‘・ＰＵ７ｇ（73）

ここで，Ｉは投資総額，Ｈ〃は同定非生産フォンド稼働開始額である。また，ＰＵ"〃，

ＰＵγｅは，それぞれ連邦国家予算，構成共和国予算中の「国庫施設による備品・設備

の購入額」であり，ＢＵ灘,,，ＢＵ,２は，それぞれ連邦国家予算，構成共和国予算中の

「社会・文化，管蝿」への支出である。

以上の推計式の含意は次のとおりである。まず，（63），（69）式は，（59）式に対

応する。ただし，（59）式の固定フォンド除却補填・基本修理が減価償却Ｄ流，Ｄ〃で

代用されている。Ｄ噸は付表８，，〃は付表９，１４からデータが得られる。

（64），（70）式では未完工建設増を推計するが，Narkhoz・からはコルホーズを除

く未完工建設増のデータしか得られないので，コルホーズ分の補正を，投資総額に占め

る国営・協同組合企業の比重の数値を川いて行う。

（72）式では，非Ｌｌｉ鵬投資高を推計する｡「国庫で賄われる施設による備品．設備の購

入」は，lTlr1定非生産フォンドの稼働開始額には含まれるが，投資高には含まれないこと

が考慮されている。この式の同定フォンドの稼働開始額Ｈ〃は，ルトガイゼルの資料

（関連資料第４表）から得られる。ＰＵ必〃については，ソ連の連邦国家予算中の「社

会・文化・管理」への支出ＢＵ似励，うち構成共和国予算額ＢＵ７ｅ，この共和国予算の

うちの備品・設備の職人費ＰＵｒｇなどが国家予算の資料（Gosudarstvenny（ｌ９７２ａ）

pp、２５，７９，８１）からわかるので，この共和国予算の「社会・文化管理」支出におけ

る備品・設備の購入費の比重を連邦予算について適用し，備品・設備の購入総額を推計

する。

この項でも１９５９～１９７５年についてデータを整理する関係から（付表15），１９７０

年が計算例として挙げられているが，以上の（61）－（73）式に基づく換算係数Ｃ功，

Ｃ鮒の算定は次のとおりである（20） Ｏ

△,〃＝（３９．３－３５．９）／０８８６＝３．８

△〃＝（１３．２－１２７）／０．８８６＝０６

Ｋｍ＝３２１＋３０２＋３．８＝６６１

Ｋ〃＝１９．０＋１３０＋０６＝３２６
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ＰＵ〃〃＝５７．６／３８．０．０６５＝１０

１”＝２４９－１０＋０．６＝２４．５

１加＝８２．０－２４５＝５７．５

ＦＪｉｕ，（ｔ－１）＝７４８．０．１３５／（１－０．２５）＝１３．５

Ｆ/ｊＵｅ（ｔ）＝８１．８．０１３２／（１－０．２４）＝１４．３

ＫＪｊ〃‘＝１４３－１３．５＝０．８

Ｃ加＝（６６．１－０．８）／５７．５＝１１４

Ｃ〃＝３２６／２４．５＝Ｌ３３

以上で，投資支出連関表の列和を求めるための換算係数が得られた。各部門への投資

高Ｉノ゜についてはNarkhoz・のデータを利用する。Narkhoz．には，「工業」，「農業」

「運輸・通信」，「建設」，「住宅」，「商業・公共企業，林業・調達企業，科学・文

化・芸術・教育・保健施設の建設」の６大部門別データが掲載されている。ソ連の投資

統計上の定義により，工業，農業，運輸・通信，建設への投資はすべて生産投資であり，

住宅投資は非生産投資である。また，非生産投資総額Ｉ”は既に求めてあるので，１m

から住宅投資を差し引いて，この最後の「商業・・・」への投資額に含まれている非生

産投資部分を算定することができる。ただし，「商業・・・」への投資のうち，「林業

その他の物的生産部門」への投資はわずかであると考えて，この「商業………」の投

資額から非生産分野への投資を差し引いた額は，すべて商業・調達・補給企業の建設

投資とみなすことにする（２１） 。

１９７０年について，以上の換算結果をまとめると次のようになる（単位１０億ルーブノレ）。

ただし，農業については，換算係数を掛けて求めた投資支出に，畜産用家畜増が加算さ

れている。

－２９－

投資高 投資支出

総額

物的生産部門

工業

膿業

運輸・通信

建設

商業．，凋達・補給

非生産分野

住宅

サービス部門

(住宅を除く）

０
５
５
２
８
０
０
５
４
１

９
●
一
●
の
●
●
０
Ｆ
０

２
７
９
４
７
３
３
４
３
１

８
５
２
１

２
１
１

７
１
５
０
８
４
４
６
９
７

句
ｂ
●
●
己
●
●
●
凸
■

８
６
３
７
８
３
３
２
７
４

９
６
３
１

３
１
１



以下では，投資支出連関表を作成するうえで必要とされる非生産分野各サービス部門

の投資額と農業，住宅投資中の個人経営への投資額の算定を行う。

非生産分野各サービス部門の投資額は次のように計算する。まず，公共企業への投資

はRutgaizer（１９７５），ｐ、１５５に従って，住宅投資の20％とする（１９７０年は２７億ル

ーブル）。科学部門への投資は，、

固定フォンド稼働開始一国庫で賄われる科学施設による備品・設備の購入

として計算する。第１項はRutgaizer（１９７５），ｐ・’４２に基づき，第２項は専門的な

推定によるものとする（１９７０年は，１２－１＝''億ルーブル）。非独立採算サービス

部門への投資は，非生産分野の投資総額（住宅を除く）から，今求めた公共企業，科学

部門への投資を差し引いた残差として計算する（１９７０年は，1１１－（27＋11）＝７３億

ルーブル）。

農業では，これまでの計算で家畜増のみが個人経営についても求められていたが（（66）

式参照），個人副業経営における投資支出には，多年生樹木，生産用施設建設への支出

なども含まれる。実際，果実・ぶどうの栽培面積，収穫高に占める個人副業経営の比重

がかなりの大きさであることから，この投資支出額を無視することはできない（22） Ｏ

ここでは国家・コルホーズの多年生果樹園敷設投資額と，果実・いちごの収穫高に占め

る個人経営の比重のデータから，個人経営のこの投資額を仮設的に推計する（Narkhoz、

１９７０，ｐｐ、３３７，４８７より，１９７０年は３億ルーブル）。これに家畜増加額を加算する

ことにより，個人経営の投資支出総額が求められる（１９７０年は４億ルーブル）（23） ｡

次に，住宅への投資支l{I中の住民（個人経営）による支出額を算定する。まず住宅投

資に占める住民による投資の比重を求める。たとえば1970年については，住宅投資が

134億ルーブル，住民の個人住宅・住居への投資が16億ルーブルであったが（Narkhoz、

1970,ｐ、４７８），住宅投資の残額（１１８億ルーブル）は国家組織・企業の投資と住宅

建設協同組合の投資から成り，この後者の部分を推定して，住民による投資に加える必

要がある。この推計には，次のような住宅建設完了総'''1積についての出資者別データを

利用する（Narkhoz、1970,ｐｐ５４１－５４５，単位100万77'。国家組織・企業に

よる完工面積は，総面積から他の項目の数値を差し引いて求める）。…

総面積１０６

労働者・職員１３．０

住宅建設協同組合７．７

コルホーズ・農村知識人・１６４

国家組織・企業６８９
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このデータにおける国家組織・企業と住宅建設協同組合の比率を用いて，住宅投資の上

述の残額を分割する。すなわち，1970年の住宅建設協同組合の投資額は，7.7／（7.7＋

６８．９）×１１８＝１２億ルーブルとなる。したがって，住民の住宅投資額は16＋１２＝２８億

ルーブル，住宅投資総額に占める比重は，２８／ｌ３４ｘｌＯＯ＝２０８％である。この構成

比を住宅への投資支出総額に掛けることにより，住宅投資支出の個人経営分が求められ

（ｌ７９ｘ０２０８＝３７億ルーブル），社会経営分も確定される（１７９－３７＝１４２億ルー

ブル）（２４） Ｏ

(b）Ｋｉノの行和の推計

Ｋｊノの行和は次のように仮定して，算定する。

①建設の行については建設部門の総供給高Ｙ４のすべてが投資支出に使われる。

ｚＫ４ノーＹ４（74）

②農業生産物で投資支出に振り向けられるのは，畜産用家畜の増加のみである。

２ＫＯノーＫＪｊ’@ （75）

③投資支出総額Ｋの残額はすべて重工業生産物である｡

２Ｋ,ノーＫ_（Ｙ４＋Ｋ/ju‘）（76）

推計結果は次のとおりである（単位10億ルーブル）。

に）Ｋｉノの推計

残された課題は，各部門への投資支出で使われた生産物が重工業製品のなのか，建設

の生産物なのかを確定することだけである。しかしそれに必要な系統的データが得ら

れないので，投資支出連関表を作成する際には，Narkhoz・に掲城されている「国民経

済全体への投資の構成」，「生産用施設への投資の構成（コルホーズを除く）」，「国

家・コルホーズの用途別農業投資櫛成」などのデータや，その他の文献を利用して,Ｋｊノ

を仮設的に算定する（25） ｡

４）物的在庫増
の

ここでの課題は，工業，農業（社会経営），「その他の物的生産部門」の生産物から成る

-－３１

１９５９年 1966年 1972年

投資支出合計

うち：建設

農業

頭工業

４
２
０
２

■
●
■
■

９
９
１
９

３
２

４
５
８
１

４
３
０
０

６
４

２

115.7

77.4

Ｌ１

37.2



物的在庫増を，生産在庫増，非生産在庫増に分割し，さらに社会経営，個人経営部分に分割

することである（26）。そのために，投資支出と同様に，どの部門の生産物がどの部門にお

ける物的在庫増として現れたかを示す物的流動手段蓄積連関表（原表５）を作成する。以下

では，はじめにｉ部門生産物のｊ部門における在庫増△ｓﾉﾉの列和を求め，次いでそれぞれ

の列について係数△Ｓ〃を推計することにする。

ｊ部門の物的在庫増△ｓノーｚ△ｓ〃はb次のように推計する。

△ｓノー（ｓＴノ（t）。－ｓＴ（ｔ－ｌ）。）＋△ｓＨノ／２（77）

△SHﾉｰsh/(t)｡．C町(t)｡一Shj(t-1)｡．CFﾉ(t-1)｡(78)

ここで，ＣＦノ（t）。，ＳＴノ（t)。，ｓｈノ（t)。｜まそれぞれｔ年末のｊ部門における流動

･手段残高，商品・原材料在庫残高，流動手段残高中の発送商品の比重である。これらはすべ

￣（２７）てNarkhoz・に掲載されているデータである。。

（77）式で，商品・原材料在庫としての流動手段の増加額に流動手段の構成要素の１つ

である発送商品の増加額△ＳＨノの２分の１を加算していることの理由は，現行の簿記の制

度のもとでは，供給者から発送された商品は受領者による支払が確定されるまで，統計上消

えてしまうことにある。（77），（78）式による推計結果は付表16にまとめられている。

次に，各ｊ部門ごとに△Ｓｊノを推計する作業に入る。Narkhoz・には，商品・原材料在庫

の内容（生産在庫，未完了生産，商品等々）に関するデータ（構成比）が掲載されているが，

これだけでそれがどの部門の生産物であるかを推計するのは困難であるため，ここでは次の

２つの方法を併用する。

①既に推計された産業連関表内生部門から計算した物的支出構成（輸送，商業・調達・補

給の費用を除く）に比例するように配分する。

②Narkhoz､に掲載されている商品・原材料在庫の内容構成のデータに従って配分する。

まず，工業部門の在庫については，生産在庫増には①を適用し，残りのすべての物的流動

手段（未完了工業生産，完成品など）の増加には②を適用する。軽工業，食品工業の在庫に

ついても同様に計算し重工業部分は工業全体額との残差として算定する。

農業部門の在庫については，材料，燃料，容器，部品，器具類に①を，残りのすべてに②

を適用する。

運輸・通信部門の在庫については詳しいデータがないので，すべてに①を用いて計算する。

建設部門については，生産在庫増に①を適用する。

商業・調達・補給部門については，在庫増を商品と非商品に２分し，非商品は①で計算す

る。商品の方は，調達部門ではすべて農産物とみなすことにし，商業・補給部門については
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Narkhoz､の小売・卸売商業および工業における商品在庫構成に関するデータ（たとえば，

Narkhoz、１９７５，ｐｐ、６３２－６３４）を利用して計算する。

以上の部門のほかに，Narkhoz.の在庫統計では「その他の部門｣のデータが掲載されてい

る。ここでは，「「その他の部門」の在庫増は非生産分野独立採算部門の在庫増であり，内

容的には重工業生産物である」と仮定する。

以上の推計結果は物的流動手段蓄積連関表（原表５）にまとめられている。

５）輸出。輸入

輸出・輸入に関係する生産物は，工業，農業（社会経営）の生産物に限られている。この

両部門の輸出額ＥＸｉ，輸入額ＩＭｊは次のように推計される。

ＥＸｊ＝ｅｘｊ・Ｙｊ （ｉ＝ｄ，ａ）（79）

ＩＭｊ＝Ｙｉ－（Ｘ'十Ｄｊ十Ｍ。）（ｉ＝ｄ，ａ）（80）

ここでｅｘＺはｉ部門の総供給高Ｙｊに占める輸出の比重（総供給高の項参照），Ｘｉ，Ｄｊ，

Ｎｉ・はそれぞれｉ部門の物的支出総額，減価償却，純生産高である。

ここでの課題は，各工業部門の輸出入額を推計することである。各工業部門の輸出額ＥＸｉ

輸入額ＩＭＩは，次のように外貨（貿易ルーブル）建て輸出額ＥＸｉ’，輸入額ＩＭｉ’から

換算して求める。

ＥＸｉ＝ａｊ・ＥＸｉ， （ｉ＝２，３）（81）

１Ｍ：＝ｂｊ・ＩＭｊ， （ｉ＝２，３）（82）

ただし，重工業については残差として計算する。

ＥＸ，＝ＥＸｄ－（ＥＸ２＋ＥＸ３）（83）

ＩＭＩ＝ＩＭｄ－（ＩＭ２＋ＩＭ３）（84）

以下では，（81），（82）式の換算係数ａかｂｊの推計について説明する。

外貨（貿易ルーブル）建ての輸出人額は『ソ連貿易統計集」から得られ，他方，１９５９年

についてはアガンベギヤン表から，国内価格建て輸出入額が得られる（工業は重工業と，軽

工業・食品工業の２分割）。そこで，１９５９年についてこの両者を比較してみる。

まず，「貿易統計集」の商品項目を以下のように各部門へ分類しこれに従って，各部門

の外貨建て輸出入額を計算する。

農業

軽工業

食品工業

:種子・植付材料，家畜，穀物，野菜・果実・いちご

:繊維原料・半製品，獣皮・毛皮原料，皮革原料，衣服・下着，小間物，靴

:医薬品原料，油脂，油種，タバコ，食品原料，食肉・食肉製品，乳製品，魚．
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魚製品，砂糖・菓子，

ビール・ウォッカ・非アルコール飲料，石鹸，タバコ製品

:その他のすべての項目重工業

こうして求めた外貨建て輸出入額で，アガンベギヤン表の国内価格建て輸出入額を割った

結果は次のとおりである。ただし，この表の1966,1972年の数値は，（79），（80）式に

よる工業，農業部門の'国内価格建て輸出入額を，外貨建て輸出入額で割って求めたものであ

る。

以上の計算結果から，輸出の換算係数は，軽工業については1.0とし，食品工業について

は農業の換算係数で代用することにする（28） Ｃ

輸入の方は,軽工業，食品工業ともに１９５９年の換算係数（３．１）を１９６６，１９７２年につ

いて用いることにする□

この換算係数を用いた輸出・輸入の推計結果は，付表７にまとめられている（29） □

６）その他

とこで再び第１図を振り返ってみれば分かるように，まだ説明のなされていないいくつか

のマス目は，行・列の小計，合計を取り，行の合計（第32列）と列の合計（第19行）を等し

いと置き，行・列の残差を求めるなどの操作で，すべて順に埋めていくことができる。

とくに「その他の支出」の列（第29列）は，「蓄積その他の支出」の列（第30列）から投

-３４－

１９５９年 １９６６年 １９７２年

輸出

薑工業生産物

重工業

軽工業・食品工業

農業生産物

０
０
２
８

●
■
●
■

１
１
１
１

２
’
’
０

１
２

４
’
’
３

１
２

輸入

工業生産物

重工業

軽工業・食品工業

農業生産物

７
０
１
０

１
１
３
０
１

’
一
’
８

２
２

２
一
’
３

２
２



資支出，物的在庫増の列の合計を差し引いた残差項＝調整項である。

（注）

(1)たとえば，Narkhoz、１９７５，ｐ，８１１の注意書き参照。なお，後者の減価償却率のデータ

は，独自バランスを有する企業だけのデータである。

(2)たとえば１９７０年については（１０）式による計算値１６１ルーブルに対して（Narkhoz・

’９６９，ｐ、４６，Narkhoz、1970,ｐｐ、６１，１７１に基づく計算），Narkhoz・の減価償却の数

値は１５５億ルーブルであった。ところが，１９７２年以降は次のように格差が広がっている

（単位１０億ルーブル）。

(3)工業の固定フォンド総額に占める各部門の比重のデータについては，たとえばNarkhoz，

1970,ｐ、１６７参照。なお，各工業部門の減価償却の推計についての望月氏の記述（望月

（１９８４），ｐ、２８８）は正確さを欠いている。

(4)社会保険控除（社会保険加算金という表現もなされる）は，企業の原価計算のなかで賃

金に対する所定の比率で計算されるが，経済学的には剰余生産物の一部とみなされている

（岡（1968),ｐ､２４７参照）。なお，この社会保険控除率の出所についてスヴェルドリク

は明記していないが，トレムル・グループによればSotsial'noe（１９７２),ｐｐ､392-393

からデータが得られる。

(5)Narkhoz・’970,ｐｐ、７０３，７０６．関連資料第６表に示したように，トレムルは別の方法

で価格差補給金を推計している（Ｔｒｅｍｌ（1978），ｐ､２０参照）。トレムルとスヴェル

ドリクの推計値を比べると，後者が前者をいくらか下'''1っている。これは，スヴェルドリ

クの推計式で用いるNarkhoz・の「貨幣蓄積」，「利潤」のデータが「独自バランス」

を有する企業のみのデータであるためではないかと思われる（Narkhoz、1975,ｐ、８１０参

照）。関連資料第６表からわかるように，トレムルの推計値の方がソ連文献から明らかに

された金額によく照応している。

(6)スヴェルドリクは，ここでどのように１９７０年（および付表８の各年)の各工業部門の

「賃金フォンド」を計算したのか述べていないが，Sverdlik（１９７７）,ｐ、１３４によれば，

Vestnikstatistikiのデータを利用しているようである。Vestnikstatistikiには不定

期で工業部門別の労働者・職員数，労働者・職員の賃金フォンドのデータ（月平均賃金の

データが付されていることもある）が掲載されており，１９７０年の計算例についてはＶｅｓ－

－３５－

1９７２ 1９７３ 1９７４ 1９７５

Narkhoz・の減価償去|]額

(10）式による計算値

18.7

21.5

20.6

23.2

22.5

251

27.3

284



tnikstatistiki，１９７２，Ｎ０１１，ｐ、９４の工業部門別賃金フォンドの数値をそのまま使っ

たことが確認される。なお，Narkhoz・では，工業部門別の年平均労働者・職員数のデー

タはNarkhoz、１９７１からNarkhoz、1975まで掲載されているだけで，Narkhoz，１９７０ま

では工業部門別の労働者数のみのデータしか掲載されていない。また，工業部門別の平均

賃金のデータはNarkhoz､には掲載されていない。

(7)コルホーズの第一次所得には，純所得，保険補填額に対する保険給付超過額，社会保険

・社会保障控除が含まれる。

(8)個人経営の純生産高についての望)]氏の記述には，単純な誤解がいくつかみられる（望

月（１９８４），ｐｐ，２９４，２９９）。

(9)調達部門の利潤は，Narkhoz、１９７２まで「農業」と一括されているため，１９６５年と

１９７０年以降しかデータが得られない。その他の年については専門的推定値である。

また，１９５９，１９６６，１９７２年以外の年については物的支出のデータがないので，（22）

式で商業・調達・補給部門の純生産高を求めることはできない。そこで付表８を作成する

際には，この３年についての計算値と物的支出との格差を他の年に外挿し，Narkhoz．か

らの各年の計算値にこの格差を加えて純堆産高を算定している。

00）１９６９年まではNarkhoz､に「その他の部門（基本修理，掘Iill，設計・調査組織,その

他)｣として褐戦されていたが（Narkhoz、１９６９，ｐ､531），1970年からは「その他の物

的生産分野の活動」という項目に変わり（Narkhoz、１９７０，ｐ、５１１），1969年までの

「その他の部門」の数値の一部（基本修理，掘削，設計・調査組織）が建設部門に移され

ている（ごく一部は運輸部門にも移されている）。また，Narkhoz・の「その他の部門」

の利潤には，非生産分野の独立採算部門や，とくに銀行，国家保険局などの利潤も含まれ

ている。

(ＩＤ１９５９，１９６６，１９７２f'三以外の年については，（22）式で「その他の物的生産部門｣の純

生産高を求められないので，付表８ではこの３年の数値を外挿している。

U2Ⅱ住宅の固定フォンド額については，Narkhoz．とRutgaizer（１９７５），ｐ、１５１の両方

からデータが得られる。ぱお，付表14での住宅フォンド減価償却額の社会セクター，個人

経営への分割は，１９６０～１９７４年についてはRutgaizer（１９７５），ｐ､１５４に基づき,１９５９，

１９７５年は専門的推定によっている。

U3I小売商品売上高には化産日用サービスも含まれている（Metodicheskie（1974），ｐｐ、

４８０，４９３参照）。「住宅建設・修理サービス」額は，Narkhoz・の「住民への日用サー

ビス」の項の「住民への種類別日1Ⅱサービス提供額」の表から取る。

⑭委託販売については，たとえばNarkhoz、１９７２，ｐ、７９２に「１９５３年末から，消費協ldl
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組合組織は，交渉による価格でコルホーズから委託販売用に引き受けた農産物およびコル

ホーズ員から購入した農産物を住民に販売するようになった。この販売額も対応する商品

グループ別に小売商品売上高の総額およびその構成に含められている」と記されている。

したがって，農産物の売上高の計算は次のように行うことになる（カッコ内は１９７２年の

数値。出所はNarkhoz・l972pp、５８４，５８８）。まず，「/国営協同組合商業の小売商品

売上高（公共食堂を含む）」の表から，卵，じゃがいも,野菜,果実の４項目の合計を求め

（７７億３５００万ルーブル），「交渉による価格で購入された食糧品および委託販売用に

引き受けられた食糧品の消費協同組合による販売」の表の砂糖を除く販売高（14億5300万

ルーブル）をそれに加える。このままでは卵などの４項目の販売高が重複するので，後者

の表からこの４項目の販売高を求め（５億１８００万ルーブル），これを控除して農産物の

売上高を確定する（８６億７０００万ルーブル）。

(15）個人消費額と小売商品売上高との間に格差が生じる原因として，スヴェルドリクは小売

商品売上高を集計する際の商品分類の粗さのほか，小売商業網を通じた組織・企業・施設

への商品販売，電力・ガス・水道の日用消費，小売商品売上高に含まれない住民間での注

文（衣服・靴の修繕，住居・家具の修理など）を挙げている。

(16）付表14では１９５９～１９７５年について工業生産物の個人消費額を算定している。工業生

産物全体の個人消費額は，１９６４～1966年については小売商品売上高から０８％差し引

いて求め，１９６７年以降は小売商品売上高から（０８＋０．３ｔ）％差し引いて求めること

にする（ｔは1967年＝１，１９６８年＝２，．．．）。各工業部門生産物の個人消費額の算

定方法は，本文中に記した１９６６，１９７２年の場合と同じである。

(17）スヴェルドリクはこのように述べているが，付表13と原表１～３とを比べると，農産物

の小売商品売上高が1959年＝30億ルーブル，1966年＝54億ルーブル，1972年＝87億ルーブ

ルであるのに対し，社会経営の農産物の個人消費額は1959年＝26億ルーブル，1966年＝３７

億ルーブル．1972年＝83億ルーブルであり，両者の数値の間にはかなりの差がある。スヴ

ェルドリクが実際にどのように後者の数値を算定したのかは不明である。

(１８）付表14で1959～1975年について，農業，「その他の物的生産部門」の生産物の個人消

費額を算定する際には，次のようにする。まず，付表13で「その他の物的生産部門」生産

物の個人消費額と小売商品売上高とを比べると，各年とも前者が後者を約10億ルーブル上

回っていることがわかる。これは住民の家内手工業の生産物が後者で把握されていないこ

とによるものである。そこで，１９５９，１９６６，１９７２年以外の年については，まず注（16）

に記した方法で工業生産物の個人消費額を算定し，次に「その他の物的生産部門」生産物

の小売商品売上高に10億ルーブル加算した額をこの部門の生産物の個人消費額とし，最後
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に個人消費総額から工業部門および「その他の物的生産部門」生産物の個人消費額を差し

引いた残差を農業生産物の個人消費額とする。

U91Metodicheskie（１９７４）,ｐ，６１７によると，「固定フォンド（家畜を除く）の蓄積およ

び未完工建設の増加」の概念は次のようにまとめられる。

Ｌ建設投資

２．国庫で賄われる施設による備品・設備の購入（予算項目）

３．投資の取消

４．基本修理（未完了を含む）

５．以上の蓄積を増やす投資（１＋２－３＋４）

６固定フォンドの稼働開始

７．国庫で賄われる施設による備品・設備の購入（予算項目）

８．以上の固定フォンドの稼働開始（６＋７）

９．固定フォンドの基本修理（完了）

１０固定フォンドの減価償却（減耗）

１１除却される固定フォンドの残高価額

１２．蓄積合計（5-10-11）

うち：固定フォンド（８＋9-10-11）

未完工建設（５－８－９）

うち：未完工基本修理（４－９）

との概念表で（60）式を検討すると，家畜増を除いて，（60）式は（１＋２＋４－１１－

３）＝（５－１１）であり，（59）式に対応している。

(20）ここでスヴェルドリクが計算に用いた数値の出所は，固定フォンド蓄積額については

Narkhoz、1971,ｐ、３６１，未完工建設についてはNarkhoz、１９７０，ｐｐ、４９１，４７８．物的

生産部門，非生産分野の未完工建設については記されていないが，Narkhoz・’971,p､３３２

の数値を利用した模様である。このように，このスヴェルドリクの計算ではNarkhoz、

１９７０とNarkhoz、１９７１の両方が使われているが，どちらか－万のみで計算するといくら

か違った数値が得られる。

また，畜産用家畜の1970年初の推計値は，Narkhoz・’９６９，ｐｐ、３０１，３６８－３６９に基

づいている。ここで家畜飼養頭数とは，大有角家畜，豚，羊・山羊の飼養頭数の合計であ

る。

なお，以上の計算の過程で，家畜増加額のうちの社会経営分（７億ルーブル）と個人経

営分（’億ルーブル）も求められるが，付表15では１９７０年の「社会経営の支出中の家畜
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の増加」の値が15億ルーブルとなっており，この格差の原因は不明である。

(21）投資についてはNarkhoz・からは対比価格のデータしか得られないが，スヴェルドリク

は当年価格とあまり違わないと考えて，そのまま利用している。ただし，１９６９年につい

ては，同年の実績値（総額６３４億ルーブル）ではなく，計画値（７０２億ルーブル）を用い

ている（いずれもNarkhoz、１９６９，ｐ､５０１）。これはNarkhoz、1969までは基準価格が

１９５５年価格であったのに対し，Narkhoz・’970からそれが１９６９年価格に変わったこと

によるものである。

また，工業投資の内訳を求める際，コルホーズの工業投資は食品工業への投資に含めら

れている（Narkhoz、１９７０，ｐｐ、４８２－４８４参照）。

(22）個人経営の比重は，1970年に果実・いちごの栽培面積の40％，ぶどうの栽培面積のほぼ１３

％，果実・いちご（ぶどうを含む）の収穫高の43％であり，１９７５年にはこの比重がそれ

ぞれ43％，１４％，４３．５％となっている（Narkhoz、１９７０，ｐｐ、３３４－３３ZNarkhoz、

１９７５，ｐｐ，３７８－３８１）。

(23）スヴェルドリクは，以上の計算の検証として次の数値を挙げている（Narkhoz、1969,

ｐｐ、４６，３０１，Narkhoz・’９７０，ｐｐ、６１，２８７）。部門別固定フォンド額から計算した

１９７０年の農業固定フォンドの増加額は，９１０－８４０＝７０億ルーブルである。一方，農業

統計中の「コルホーズ，ソフホーズその他の国家経営の農業固定フォンド」の表から計算

した増加額は，８１５－７４８＝６７億ルーブルであり，両者の差額７０－６７＝３億ルーブル

が個人経営の固定フォンド増加額に対応することになる。この数字が本文中の計算値（４

億ルーブル）にほぼ見合っている。

(24）スヴェルドリクは，住宅建設協同組合投資のこの計算方法の検証として，第８次５カ年

計画期（１９６６～1970年）について推計値の合計が41億ルーブルであるのに対し，実績値

（Gosudarstvenny（l972b），ｐ、２２１）が３９億ルーブルであったことを挙げている。

(25）Ｎａｒｋｈｏｚ・のデータは，たとえばＮａｒｋｈｏｚ、１９７２，ｐｐ、４７４，４７６，４８３゜その他

のスヴェルドリクの引用している文献はＳｔｒｕｋｔｕｒａ（1965），ｐｐ・’０５－１０６，Sm-

yshlyaeva（１９７７），ｐｐ，４０－４１，Investitsionnie（１９７５），ｐ、３１゜ただし，このう

ちの最後の文献のデータはNarkhoz・にも掲載されている。

(26）スヴェルドリクは，データがないという事１情もあって，農業個人経営雄産物の在庫の増

加は大した額ではなく，農産物の在庫増はすべて社会経営の生産物であるとみなすことに

している（ｐ、９０）。

(27）Narkhoz・には，国営ｄ協同組合企業・組織（コルホーズを除く）の流動手段全体およ

び商品・原材料在庫としての流動手段について，その絶対額と構成に関する産業部門別デ
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一夕が掲載されている。たとえば，Narkhoz、１９７５，ｐｐ、７３１－７３７参照。年によっては

（とくにNarkhoz、１９７０以前），工業部門別にも詳しいデータが掲載されている。

また，コルホーズについては1965～1975年は「コルホーズ年次報告」から必要なデータ

が得られ，それ以前は1965年における在庫と固定フォンドの比率のデータを使って，各

年の固定フォンドの数値（Narkhoz.）から仮設的な計算を行うことができる。

(28）軽工業の輸出換算係数（１０）について，スヴェルドリクは「1959年のデータを使っ

て」と記しているが（p、６４），この意味はよく分からない。

(291付表７では１９５９～１９７５年について国内価格建て輸出入額を計算している。その際，各

部門の換算係数は本文中に記したものを外挿して用いている。ただし，農業の輸入につい

ては，穀物と非穀物のそれぞれの換算係数を求め（１９５９，１９６６，１９７２年），それぞれの

外貨建て輸入額に掛けて，別々に国内価格建て輸入額を計算している模様である（付表４

参照）。これは，穀物の輸入量が年ごとに大きく変動し，穀物と非穀物では外貨建て価格

と国内価格との比率にかなりの差があることなどを考慮した対処であろうと思われる。

なお，付表12では，Narkhoz､に掲載されている生産国民所得とスヴェルドリクの計算

した純生産高との差額が，国内価格建て輸入・輸出差額と対比されている。Narkhoz・

の生産国民所得と産業連関表の純生産高推計値との差額は，商業・調達・補給部門の貿易

取引収入に相当する。この貿易取引収入は，生産国民所得統計では商業､.調達・補給の付

加価値とされるが，産業連関表では生産国民所得に入れられない。しかし，国民所得統計

と産業連関表との方法論上の違いにより、この差額と，産業連関表のなかで計算された国

内価格建て輸入・輸出差額は一致しない（Volkov（1976），ｐｐ,93-95参照）。トレム

ル・グループの説明によれば，この貿易取引収入は，貿易品の国内企業との取引で得られ

る収入（国内価格建て輸入マイナス輸出）と，通常の貿易収支（貿易ルーブル建て輸出マ

イナス輸入）の国内価格への換算額から成る（Ｔｒｅｍ１ｅｔａｌ．（1972），ｐｐ、１４９－１５９，

０９８２），ｐｐ、７－１１参照）。
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５スヴェルドリクの推計方法についての検討

以上で，産業連関表再構成の方法についてのスヴェルドリクの説明が完了した。この項で

は，スヴェルドリクの推計方法について暫定的な評価を試みる。とくに，推計値がソ連の公

式統計と整合的であるのか，あるいはそれがスヴェルドリクによる仮設的な数値なのかとい

う点に留意して検討を進める。

(1)総供給高および内生部門取引高

１）総供給高

各部門の総供給高は，スヴェルドリク連関表のなかでもっとも重要なコントロール・トー

タルとされている（ただし，各工業部門の総供給高は，物的支出総額，減価償却，純生産高，

輸入の総計として定まり，コントロール・トータルとして先決されているわけではない）。

このうち工業，農業の総供給高は，公表連関表のデータと両部門の総供給高の配分に関する

資料に基づいており，推計方法にとくに問題はないと思われる。建設，運輸・通信の総供給

高が，Narkhoz､の社会的総生産高に等しいとされていることも，ソ連の経済学・統計学上の

定義に合うものである。一方，商業・調達・補給の総供給高は，Narkhoz、からこの部門の

社会的総生産高が得られないことから，アガンベギヤン表を参考に，公表連関表の数値に若

干の上乗せをして算定しており，その限りで仮設的な数値である。

「その他の物的生産部門」の総供給高の推計については，いくつかの問題点がある。まず，

この部門の生産物の物的生産部門への供給については，十分な資料がないという事情もあっ

て，公表連関表の数値をそのまま採用し，削除されている重工業部分の推計を行っていない

（（８）式参照）。最終需要部門への供給については，非生産分野における消費額のみの推

計を行っている。この「その他の物的生産部門」生産物の消費推計値は，再構成連関表の非

生産分野消費総額が，Narkhoz・国民所得統計中の消費総額に一致するように定められてお

り，スヴェルドリクの連関表において消費の調整項となっている。（（９）式参照）。この

こと自体は問題ではないが，「その他の物的生産部門」生産物の最終需要部門への供給の推

計では，物的在庫増として蓄積される部分が考慮されておらず，この部分が在庫増を推計す

る際に独立して推計されていることは若干問題である。このため，再構成表（原表１～３）

の「その他の物的生産部門」の行をみると，在庫増の分だけ「その他の支出」の列で調整し

なければならなくなっている（ただし，１９６６年は在庫増がゼロである）。

農業の社会経営，個人経営の総供給高は，１９６０，１９６５，１９７０，１９７４年のデータを外挿
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して求めたものであり，仮設的な数(ｉｉｉである。

２）内生部門取引高

内生部門の取引高については，重工業部門との取引以外のマス目は，基本的に公表連関表

のデータをそのまま用い，重工業部門との取引のマス目は，行・列の残差として求めている。

これは，公表連関表では一部の重工業部門が削除されているという事情によるものである。

したがって，重工業部I]'１の行と列以外については公表連関表の数値をそのまま使えるわけで

ある。ところが，第11叉|からわかるように，工業部門については，繭工業と軽工業，食品工

業との取引についても公表連関表のデータを用いている（1959年についてはアガンベギヤ

ン表に基づく修正がなされている）。すなわち，Ｘ１，，Ｘ１２，Ｘ１３，Ｘ２，，Ｘ３，の５つ

の数字は正しく推計がなされておらず，この点がスヴェルドリク表の最大の問題点であると

思われる。

農業の社会経営，個人経営のマス１１については，スヴェルドリクの説明がなされていない

が，リブ構成された連関表から判断して，次のように想定されているのでは蔵いかと思われる。

①他の物的生産部門から供給される生産物は，すべて社会経営に投入される。

②他の物的生産部門へ供給される生産物は，軽工業，食品工業に供給されるものを除い

て，すべて社会経営の生産物である。

残されたマス「|については，最終需要部門，粗付加価値部門の数ｲillIが経営別に求められて

から，行・列の残差を取りつつ仮設的に推計した模様である（ただし，経営別に最終需要総

額を求める際，個人経営の「その他の支出」はゼロであると仮定されているようである）。

実際には，農産物の建設，運輸・通信，「その他の物的生産部門」への供給が無視できる大

きさなので，経営別に推計しなければならないのは，農産物の軽工業，食品工業への供給だ

けである。

(2)粗付加Iilli値部門

1）減価償却

減価償却の推計方法については大きな問題はないと思われるただし，建設の減価償却の

推計で，国営請負建設組織の数値（Narkhoz.）に係数を掛けて，建設部門全体の数値を求め

る際，純生産高についての係数を用いている点は，若干問題となるところである（（12）式

参照）。
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２）純生産高

各部門の純生産高，勤労者所得，企業所得の推計方法はオーソドックスな方法であり

（（21）－（25）式参照），とくに大きな問題はないと思われるが，以下では，若干の１１M]題

点について触れておくことにする。

1つはプレミアムの扱いの問題で，スヴェルドリクは，プレミアムをすべて勤労者所得に

入れることにしているが，その方針によるならば，企業所得はNarkhoz.の利潤統計の数値

をそのまま利用するのではなく，純生産高から勤労者所得を差し引いた残差として求めるべ

きである。しかし，スヴェルドリクがこのように計算しているのは工業部門についてのみで

あり，他の部門についてはこうした点に何ら考慮が払われていないようである。

建設の勤労者所得，企業所得の推計では，（23）－（25）式に基づく推計値と，Narkhoz・

の国民所得との格差が大きいため，この格差を調整する換算係数を求めて推計している。ス

ヴェルドリクは具体的には触れていないが，このような推計方法を取ったことには，次のよ

うな事情が関係しているようである。まず，Narkhoz・利潤統計の「建設」のデータは，国

営請負組織のみの数値である。またNarkhoz・の労働者・職員数，賃金統計においては，

NarkhozJ969までの「建設」のデータは建設・組立作業に従事する人員のみの数値であ

り，Narkhoz・’970以降,従来「その他の部門」に入れられていた「基本修理，掘削，設計

・調査組織」の数値も「建設」に含められるようになっている。これによって，「建設」の

労働者・職員数は約20～30％も増えているのである。このような公式統計のあり方を念頭に

置いたときに，スヴェルドリクの推計方法が妥当なものであるのかについては，今後の検討

課題である。

農業部門では，ソフホーズの「賃金フォンド」の計算の際，労働者・職員数および平均賃

金についてNarkhoz・の農業全体の数値ではなく，そのうちの「ソフホーズ，副業その他の

農業生産企業」の数値が使われているが，そのＦ１!['1については触れられていない（１）。

商業・調達・補給については，（23）－（25）式に基づく勤労者所得，企業所得の推計値

と，（22）式による純生産高の値との差額が大きいため，仮設的な調整が行われている。

「その他の物的生産部門」の純生産高の勤労者所得，企業所得への分割は全く仮設的なも

のであり，その９対1という比率についてのスヴェルドリクの「検証」も意味がよく理解で

きない（２）。

純生産高の勤労者所得，企業所得への分割について，スヴェルドリク自身は次のような検

証を行っている。すなわち，物的生産部門全体の勤労者所得について，Narkhoz・からの計

算値と，スヴェルドリクによる各部門推計値の合計を比較している。Narkhoz・からの計算

では，連関表に付随して発表される社会的総生産物の構成のデータが利用されている。この
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データは，マルクスIIIiLk産表式に1,（づいて２部門分割，３価値構成でソ連の社会的総生産物

の構成を示したもので．第４表に掲げたとおりである（この表には参考のため１９７７年のデー

タも示した）。この炎のデータから，純生産高に占める「賃金その他の労働支払」の割合を

計算し（1959年＝53.0％，１９６６ｲ|＝５２４％，１９７２年＝50.3％），Narkhoz・の国民所

得総緬にこの割合を掛けることにより，物的生産部ＦＩＩの勤労者所得総額を求めることができ

る。これをスヴェルドリクの推計Ｉｉ[iと比較すると，次のように，1959,1966年については

全く一致し，１９７２ｲ|:についても差額は５億ルーブルにすぎないことが分かる（単位１０億ル

ーブル）。

(第４表）ソ連の社会的総LL産物の構成
(構成比％）

(出所）Narkhoz、１９６０，ｐ、１４４，Narkhoz・’９６７，ｐｌｌ２，Narkhoz、１９７３，ｐ・］１６，

Ｖｏｌｋｏｖｅｔａｌ．（１９８１），ｐ、２３．

－４４－

1959年 １９６６年 １９７２ｲ1２

Narkhoz．からの計算値

スヴェルドリクの推計値
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２
２

７
７
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物的化産支出

(Ｃ）
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労働支払

(Ｖ）

剰余生産物
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２
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●
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９

２
１
２



(3)最終需要部門

１）非生産分野サービス

非生産分野における消費額の推計についてコントロール・トータルとされているのは，次

の数値である。

①Narkhoz・国民所得統計中の消費総額およびその内訳（個人消費，サービス部門にお

ける消費）の数値（関連資料第１表参照）。

②総供給高の推計値に基づく工業，農業生産物の消費総額（個人消費を含む）。

③ルトガイゼルの資料に基づく各サービス部門の消蛮総額。

以上の数値については連関表で利用するうえでとくに問題はないと思われる。しかし，

Narkhoz、１９６４の「消費構成表」を直接利用できる1959｛1さ表を除いて，非生産分野サービ

ス部門の消費総額および各サービス部門の消費額を工業（およびその各部門），農業,「その

他の物的生産部門」の生産物に分割していく方法は仮設的なものである。

２）個人消費

工業，農業，「その他の物的生簾部門」の生産物の柵1人消武額は，各部門生産物の消費総

額から非生産分野サービス部門における消費額を差し引いて求めており，方法上１１１]題はない。

しかし，各工業部門の個人/IIil蝿ﾛの推計は，Narkhoz・’964の「消費構成表｣を利11Ｉする

1959年を除いて，仮設的なものである。

なお，農産物の個人消費額の社会経営，個人経営への分割についてはスヴェルドリクの説

U1と推計値が食い違っており，スヴェルド')クが実際にどのように推計したのか不明である

（４の注（17）参照）。

３）投資支出

投資支出の推計では，どの部１１１]の生産物がどの部門に文'11されたのかを示す投資支出連関

表を作成している。もっとも力が入れられているのは，この投資支出連関表のﾀﾞﾘﾄﾞ'１（各部門

における投資支出総額）の推計であり，これについては大きな問題はないと思われる（３）。

また，投資支出に使われる生l溌物はﾂﾄﾞ実上，２頭｣二業と建設の生産物に限られ（農業は家畜増

のみ），建設の総供給高がこの投資支'１１にすべて使われることから，行和の推計にも方法上

問題はないと思われる。しかし，以上のｸﾘ和，行ﾄﾞⅡに｣,§づく個々の投資支出Ｋｊノの推計に

ついては，その方法が明記されておらず，仮設的なものにとどまっている。すなわち，再構

成連関表（原表ｌ～３）の投資叉Ⅱ|の各ﾀﾞリ（第19～24ﾀﾞﾘ）について，その重工業製品と建設
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生産物への分割は仮設的なものとみなければならない。

4）物的在庫増

物的在庫増の推計は，物的流動手段蓄積連関表に基づいている。この連関表の列和（各部

門における物的在庫増）の推計では，各部門の商品・原材料在庫の増加額だけでなく，発送

商品の増加額の２分の１を加えたところに特徴があるが，この是非については今後の検討課

題としたい。各部門の物的在庫増の生産物構成の推計については，スヴェルドリクの説明が

連関表の他の推計値についての説明と比べて非常に大雑把であり，何らの計算例も挙げられ

ていないこともあって，評価を下すのが困難である（４）。

また，スヴェルドリク連関表では，物的生産部門の在庫増に社会経営と個人経営の区別が

なされているが，原表１～３から明らかなように，実際には個人経営の数値（第26列）はす

べてゼロである。また，物的流動手段蓄積連関表（原表５）においても個人経営の区分はな

されておらず，スヴェルドリクの意図は理解できない。

さらに，非生産在庫増の数値についての仮定，すなわち，「Narkhoz、在庫統計の「その

他の部門」のデータは，非生産分野独立採算部門の在庫増であり，内容的には重工業生産物

であるとする」という仮定の妥当性も今後の検討課題の１つである。

５）輸出・輸入

工業，農業両部ｉ１ｌｊの輸出・輸入総額は，総供給高や，粗付力Ⅱ価値部門の推計値に基づいて

推計されており，方法上問題はないと思われる。各工業部門の輸出・輸入額は，外貨建て貿

易額を国内価格建て貿易額に換算して求めており，推計の信頼性は換算係数の妥当性に依存

しているが，この係数の推計は仮設的なものである（５）。

６）「その他の支出」

「その他の支出」の列（原表ｌ～３の第29列）の数値は，「蓄積その他の支出」の合計

（第30列）から，投資支出と物的在庫増を差し引いた残差として算定されている。このうち

各部門の「蓄積その他の支出」の合計額と，投資支出の行和（第21列と第24列の和）の推計

については，既述のように大きな問題はないと思われるが，物的在庫増の行和（第27列と第

28列の和）はコントロール・トータルとして推計されているわけでもなく，信頼性の高い数

値とは言いがたいと思われる。したがって，これらの数値から算定された「その他の支出」

の列は，文字通りの残差項＝調整項とみなすべきものと考えられる（６）。

（注）
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(1)ただし，Narkhoz，１９７０までは賃金統計に「農業」の平均値は掲載されておらず，「ソ

フホーズ，副業その他の農業生産企業」の数値しか得られない。

(2)スヴェルドリクの「検証」は次のとおりである｡

「その他の物的生産部門」の活動には，編集・出版，映画製作その他の国営企業・組織

の活動のほか，住民の副業家内手工業，住民による森林・漁業・狩猟生産物や建設資材の

調達などが含まれる（Metodicheskie（１９７４）,ｐｐ６０９－６１０）。そして，４の注(18）

で述べたように,「その他の物的生産部門」生産物の個人消費のうち，約10億ルーブルが住民

の個人経営の生産物である。この瓢と「賃金フォンド」の合計が，「その他の物的生産部

門」の勤労者所得に対応すると考えられる。１９７０年については「賃金フォンド」が25億

ルーブル（経済全体の「賃金フオンド」計算値から，Narkhoz、にデータカ褐載されている

部門の「賃金フォンド」計算値の合計を差し引いて求める），「その他の貨幣支払」が仮

設的に１億ルーブル，個人経営からの収入が10億ルーブルで，合計36億ルーブルとなる。

スヴェルドリクは以上のように述べているが（ｐｐ６９－７０），この数値は，付表８の

1970年の数値とは食い違っている。付表８では｜その他の物的生産部門」の純生産高総

纈が36億ルーブル，うち勤労者所得が32億ルーブル，企業所得が４億ルーブルである。し

たがって，スヴェルドリクの数値がどのような意味で「90％」の検証なのかは理解できな

い。

(3)細かい問題ではあるが，個人経営の果樹|斎|敷設投資額の推計方法については，スヴェル

ドリクの説Ｉ!/1が十分でない。スヴェルドリクが指摘するように，Narkhoz．では｜すべて

の経営・住民の農業への投資額」が，｜国家・コルホーズの農業生産用施設建設への投資

額」に一致しているため，個人経営のこの投資額がNarkhoz・でどのように扱われている

のか分からない（たとえば，Narkhoz、１９７０のｐｐ４８２－４８３の表の数値と,ｐ､487の表の

数(頂とを比較せよル後者の斑かに含まれていると考えるならば，1970年の国家・コル

ホーズの「果樹園・ぶどう園その他の多年生樹木栽培園の敷設」への投資は３億７６００万

ルーブル（Narkhoz、１９７０，ｐ、４８７），果実・ぶどうの収穫高に占める個人経営の比重は

約43％であったから（Ibid.，ｐ、３３７），住民の果樹園敷設投資額は仮設的に３．７６×０４３

＝１．６億ルーブルと計算することができるが，これに（62）式で求めた換算係数を掛けて

も，Ｌ６ｘｌｌ４＝１８億ルーブルで，スヴェルドリクの計算値３億ルーブルにはならぱい□

後者に含まれていばいとしたら，３７６《０４３／Ｏ５７ｘｌｌ４＝３２億ルーブルとなるが，

この場合は既に求めた農業の投資支出総緬との関係が微妙である。スヴェルドリクが実際

にどのように計算したのかは不lﾘｨである。

(4)たとえば，商業・調達・補給部門のなかで，詳しいデータがNarkhoz・に掲載されてい
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るのは商業部門のみであり，調達，補給の両部門についてはスヴェルドリクがどのように

して在庫増を商品と非商品に区分したのかは分からない。

トレムル・グループは，スヴェルドリクの説明が不十分であり，確定的な評価は下せない

としながらも，スヴェルドリクの国内価格建て輸出・輸入推計値自体については，トレム

ルらの推計値に近いこともあって，好意的なコメントを加えている（Ｔｒｅｍｌｅｔａｌ.(1982)，

ｐ､８５参照）。

望月氏は，この「その他の支ｔＩＩ」が「国家予備の増加」に近い概念であるとして，スヴ

ェルドリクの推計値（その他の支出の合計値）を国防費の推計に用いているが，第１に，

在庫増の総額の推計方法に関する評価なしにスヴェルドリクの「その他の支出」推計値を

利用している点に問題がある（望月（１９８４），ｐｐ、３４０－３４１の表Ⅸ－３－５では，ス

ヴェルドリクの1959,1966,1972年についての推計値が，１９６０～１９７２年の間の他の

年に，＿定成長率の仮定のもとに外挿されている模様である）。第２に，１９７５年につい

ての望月氏自身の「国家予備の増加」推計値と比べてスヴェルドリクの「その他の支出」

推計値の方が「真実に近い」と簡単に判断した根拠が不明である（Ｉbid.，ｐ、３４６参照）。

(5)

(6)
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６あとがき

前項での検討を総括すれば，スヴェルドリク表の問題となる箇所として，(1)工業部門の重

工業，軽工業，食品工業への分割（とくに内生部門内の重工業と軽工業・食品工業の取引高)，

(2)農業の社会経営，個人経営への分割，(3)「その他の物的生産部門」の数値，(4)物的在庫増

の数値，などが挙げられる。しかし，スヴェルドリク連関表は集計度が高いこと（１億ルー

ブル未満は四捨五入）や，消費，投資，在庫増などデータが乏しい最終需要部門においてス

ヴェルドリクのように細かく推計を行う場合には（とくに，投資支出連関表，物的流動手段

蓄積連関表の推計），仮設性が避けられないことなどを考慮すれば，全体として，前項での

評価よりも高い評価をスヴェルドリク連関表に対して与えるべきであるかもしれない。しか

しながら，ここでの評価は暫定的なものである。スヴェルドリクの推計方法をトレムル・グル

ープの方法と総合的に比較し，ソ連経済のデータを整備してスヴェルドリクの推計値につい

て一層細かい検算を行うという作業は，筆壜者自身の今後の課題としたい。さらに，基本的に

ソ連の公式統計に基づくスヴェルドリクの推計乃薑法を継承して，たとえば1977年のソ連の

産業連関表を推計，構成するという作業も今後の課題の１つである。
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補論1資金循環連関表の作成

スヴェルドリクの資金循環連関表（原表６～８）は，各産業部門，住民，財務・信用機構

の間での資金の支払.受取を１つの表にまとめたものであり，基本的に３つの連関表，すな

わち生産物連関表（原表ｌ～３），投資支出連関表（原表４），物的流動手段蓄積連関表

（原表５）を重ね合わせて作成されたものである。その作成方法は次のとおりである。

(1)「１．重工業」から「11．その他の部門」までの行は，各年について以上の３つの連関

表の数値を加算して作成されている。その際，「16．財務・信用機構」の列は，生産物連

関表の「非独立採算サービス部門」，「その他の支lII」，「輸出」の３列の合計を取って

いる。

(2)「12．独立採算サービス部門」の行は，生産物連関表の独立採算部門のサービス総額を

すべて住民が購入したと仮定して記入されている（ｐ、５２参照）。

(3)「13．科学」の行の数値の出所は不明である（１）。

(4)「14．住民」の行は，生産物連関表の「勤労者の第１次所得」の行の数値を取ったもの

である。

(5)「15．支出合計」の行は，以上の行の合計である。

(6)「17．総計」の行は，「17．総計」の列に等しく取られている。

(7)「16．財務・信111機構」の行は，「17．総計」の行から「15．支出合計」の行を差し引

いた数値である。

(8)「住民」の「財務・信11]機構」からの受取の数値（14行16列）は，生産物連関表の「非

独立採算部門」の「勤労者の第１次所得」に，「財務機構からの受１１〕(額」（付表17）を川｝

えたものである。ただし，これにはさらに若干の上乗せがなされている（２）。

以上が原則的な作成，tj法であるが、農業と財務・信用機構との間の数値には次のような条

件が置かれており，それに合うように他の数値も微修正されている。その条件とは，「磯業

の財務・信用機構からの受取がマイナスにはならず，財務・信用機構の腿業からの受取がプ

ラスにはならない」というものである。

この条件が満たされないのは１９５９，１９７２年の表で，この両年について第16列を上述のよ

うに計算すると，農業社会経営の財務・信用機構からの受取（６行16ﾀﾞﾘ）がマイナスになっ

てしまう（この影響で農業の財務・信111機,燭からの受収（８ｲ丁16ﾀﾞﾘ）もマイナスになる）。

そこで，６行16ﾀﾞﾘの数値がゼロになるように，６行６列の数値が調整されている（原表６，

８の原注参照）。実際に６行６ダリの数値を３つの連関表を集計して求めると１９５９年は72億

ルーブル，１９７２年は１６０億ルーブルであり，それが資金循環連関表ではそれぞれ66億ルー
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ブル，１５５億ルーブルに修正されている。

また，この両年については生産物連関表の農業個人経営の勤労者所得の数値（14行７列）

を資金循環連関表の当該マス目（14行７列）にそのまま記入すると，財務・信用機構の農業

個人経営からの受取の数値（16行７列）がプラスになってしまう。スヴェルドリクはこれに

ついてはとくに触れていないが，この16行７列の数値がゼロになるように，１４行７列の数値

を調整した模様である。すなわち，1959年では11億ルーブル，1972年では４億ルーブルだけ

農業個人経営の所得が生産物連関表と比べて減らされている。

なお，1972年の資金循環連関表（pp、１０４－１０５）には．作成する際の転記ミスが１つ

あり，その影響で－部の数値が誤って計算されている。転記ミスは「独立採算サービス部門」

の「住民」からの受取の数値（12行14列）で，これは生産物連関表の独立採算部門のサービ

ス総額（15.6）を記入すべきところであるのに，誤って隣りの科学サービス総額（１２７）

を記入してしまっている。このために，誤って計算された数値は，第12行の15列，17列，第

15行の14列．１５列，１７列，第16行の12列，１４列，第17行の12列，１５列の合計９個に及んでい

る（３）。
（注）

(1)「科学」の行についてのスヴェルドリクの説明は,ｐｐ,４４，４８，１０６参照。その説明に

よれば，この行を埋めるには各部門の「科学」のための支出を記した表が必要とされ，そ

のうえで「科学」の「財務・信用機構」からの受取のマスト|には国家予算中の科学費も計

上されるという。

(2)このマス目についてのスヴェルドリクの説明は，ｐｐ、４８，５３，１０６参照。各年について

この「上乗せ」の大きさは次のとおりである（単位10億ルーブル)。

(3)望月氏も原表に何らかの不整合があることはわかっていながら，ｊＥし〈訂正していない

（望月（１９８４），ｐｐ、２７４－２７５参照）。

－５１－
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財務機構からの受取額

9．３

101

1７．３

１７．０

４
２

●
■

７
９

２
２

差額（上乗せ） 6．２ 3.9 4．７



補論２．非生産分野サービス部門の減価償却および純生産高

非生産分野サービス部門は，ソ連の産業連関表では内生部門に入れられていないので，そ

の減価償却および純生産高は，産業連関表を標準的な形で再構成するうえでは必要とされな

い。すなわち，これらの数値はソ連の産業連関表では第４象眼に記入されるわけである。し

かし，補論１で示したように，生産物連関表をはじめとする３つの連関表を重ね合わせて資

金循環連関表を作成する際には，この部門の純生産高（とくに勤労者所得）の数値が必要と

され，それを求めるために，減価償却の数値も推計しなければならない。そこで，以下では

これらの数値の推計方法についてのスヴェルドリクの説明を紹介する。

１）減Ⅲi償却

住民サービス施設と科学施設・管理の減価償却額は，Narkhoz・の「減Iilli償却を含む物的

支出総額」（関連資料第１表参照）から，ルトガイゼル資料の「減価償却を除く本来の物的

支出」（関連箇料第２炎参照）を差しり|いて直ちに求められる。

次に，住民サービス施設と科学施設・管理の減価償却額を，非生産分野の３つのサービス

部門に，各部門の固定フォンドの大きさ（関連資料第５表参照）に比例して分割する。その

際，旅客運輸・非生産分野通信の減価償却は運輸・通信の減価償却を算定するときに既に求

めているので，この部分は住民サービス施設の減価償却額から控除しておく。最後に，こう

して求めた減IIli償却額を３つのサービス部門ごとに集計する。

たとえば，１９７０年についての推計は次のとおりである（関連資料第１表，第２表参照。

単位10億ルーブル）。

１９７０年の旅客運輸・非生産分野通信の減価償却額は16億ルーブルであったので，住民サ

ービス施設の減価償却総額（45億ルーブル）からこれを差し引く。残額（29億ルーブル）の

公共経営・Ｈ１i]サービス，保健・教育，文化・芸術への分割と，科学施設・脅理の減価償却

の科学，管fWへの分割は，次のとおりである。

－５２－

物的支出総舗

(減価償却を含む）

本来の物的支t1１

(減価償却を除く）

減価償却

住民サービス施設

科学施設・管理

６
８

■
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６
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１
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２）純生産高

非生産分野各サービス部門の純生産高およびその内訳（勤労者所得，企業所得）の推計は，

独立採算部門については「旅客運輸・非生産分野通信」，「住宅・公共経営・日用サービス」，

「興行」の３部門に分けて行う。なお，以下で頻繁に利用する各部門の物的支出総額は,「非

生産分野サービス」の項で示したように，ルトガイゼル資料（関連資料第２表，第３表）か

ら求められるものである。

(ａｌ旅客運輸・非生産分野通信

との部門の純生産高Ｎ"/ｃ，勤労者所得Ｖ",ｃ，企業所得ＭＷＣは次のように推計する。

Ｍ１Ｚｃ＝（Ｃｗ／ｃ"／＋Ｃ"ｃ／ｃ"ｃ）－（Ｃ"'＋Ｃ"ｃ）－（Ｄ"【＋Ｄ"ｃ）（１）

Ｖ〃〃＝Ｖ７／Ｎ７°・ＮＷｃ （２）

Ｍ〃『ｃ＝Ｍ７／Ｎ７°．Ｎ〃ｊｃ （３）

ここで，Ｃ"，，Ｄ,,'はそれぞれ旅客運輸の物的支出総額，減価償却で，ｃ"`は旅客運輸

に対する住民の支払ｌルーブル当たりの物的支出（ルトガイゼル資料）であり，Ｃ"c，

Ｄ"ｃ，ｃ"ｃは非生産分野通信についての対応する数値である(運輸．通信の純生産高の項

参照）。また，Ｎ７°，Ｖ７，Ｍ７は，それぞれ物的生産部門運輸・通信の純生産高，勤

労者所得，企業所得である。

ここでは住阯の旅客述輸・通信に対する支払額（すなわちこの部I'Uの総供給高）から物

的支出，減Iilli償却を差し引いた額を非生産分野運輸・通信の純生産高とし，勤労者所得と

企業所得への分割は物的上k産部門運輸・通信におけるliIj者１１１１の比率に等しく行う。

ところで，旅客運輸・非生産分野通信の純生産高，勤労者所得，企業所得は，物的生産

－５３
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(％）
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(10億ルーブル）
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部門運輸・通信の勤労者所得，企業所得推計値を用いて本来次のように計算できるはずで

ある。

Ｎｗｃ,＝Ｖ〃，ｃ，＋ＭＷＣ’ （４）

ＶＷｃ，＝（１＋０．０３）．ＷＦ７－Ｖ７（５）

Ｍｎｊｃ，＝ＰＲ７°＋００６．ＷＦ７－Ｍ７ （６）

すなわち，このＮ"t０，は，運輸・通信部門全体の「賃金フオンド」ＷＦ７，「その他の

貨幣支払」（「賃金フオンド」の３％），利潤ＰＲ７．，社会保険控除（「賃金フオンド」

の６％）から物的生産部門運輸・通信の純生産高を差し引いて求めたものである。ところ

が，このＮ…，に既に求めてある旅客運輸・非生産分野通信の物的支出，減価償却を加え

た額は，住民の旅客運輸・通信に対する支払額を大幅に上回っているのである（この不整

合の原因としては，国民所得，労働者・職員数，賃金，利潤のそれぞれの間での統計方法

の違いが考えられる）。このようなわけで，（４）－（６）式による推計を断念し，（１）

－（３）式で推計することにしたのである。なお，Ｖ"『‘とＶ湖,ｃ，，Ｍ,ｎｌｃとＭ"/ｃ,

の差額は，､非独立採算サービス部門の勤労者所得，企業所得を推計する際に調整する。

たとえば，１９７０年については，（１）－（３）式による純生産高が45億ルーブル，勤

労者所得が22億ルーブル，企業所得が23億ルーブルであるのに対し，（４）－（６）式に

よる純生産高は’''億ルーブル，勤労者所得は72億ルーブル，企業所得は39億ルーブルで

ある（Narkhoz、１９７５，ｐｐ、５３２，５４６，５６４に基づく）。したがって，差額は純生産高

全体で66億ルーブル，勤労者所得で50億ルーブル，企業所得で16億ルーブルである。

(ｂｌ住宅・公共経営・Ｉ｣｢１１サービス

この部門の純生産高Ｍｎ，勤労者所得Ｖﾉｂ，企業所得Ｍ〃は次のように推計する。

ＮカーＹカー（Ｃｌｔ＋Ｄｈ）（７）

ＶカーＷＦｈ （８）

Ｍ〃＝Ｎｈ－Ｖｈ （９）

ＹカーＹヵ，＋Ｙｈ２。 （10）

ここで，Ｙヵ，Ｃｈ，ＤＡ，ＷＦｈはそれぞれとの部門の総供給高，物的支出総額，減価

償却，「賃金フォンド」（Narkhoz､から計算）であり，Ｙ力１，Ｙｈ２ｏはそれぞれ住宅・

公共経営，日用サービスの総供給高である。

住宅・公共経営の総供給高（住民の家賃・集中暖房費支払額）Ｙｈｌについては，次の

ような１９６５，１９７０年の推計値を外挿する。住民の住宅・公共経営サービスに対する支払

額は，Buzlyakov（1971),p、１４６の国民1人当りのデータ（水道・ガス・電気代を含む）

-５４－



に人口（Narkhoz、１９７５，ｐ、７）を掛けて，1965年＝３０億ルーブル，1970年＝４６億ノレー

ブルである。このうち家賃・暖房費と水道・ガス・電気代との割合が1965年は６９５％対

３０．５％，１９７０年は６７．３％対３２７％であることがＡｚａｒｅｔａｌ．（1973),ｐ､４４からわかるの

で，水道・ガス・電気代を取り除くことができる。次に，以上の計算値から，社会的住宅

総面積（Narkhoz、１９７５，ｐ、５７６）１００万㎡当たりの家賃・暖房費を計算すると，１９６５年

＝２６０５ルーブル，1970年＝２８９２ルーブノリとなる。この値が１９５９～１９７５年を通じて一

定の率で墹加すると仮定し各年の住宅総面積にそれを掛けることにより，各年の家賃．

暖房費を算定する（’）”

日用サービスの総供給高Ｗ２゜は，小売商品売上高に入らない非生産分野|｣用サービス

（浴場，理髪店，農具賃貸所など）から成り，データはNarkhoz，から得られる（２）。

(Ｃｌ興行

興行部門の純生産高Ｎｅ〃，勤労者所得Ｖ`〃，企業所得Ｍ・〃は次のように推計する。

Ｎｅ〃＝Ｙｅ〃－（Ｃｅ〃＋Ｄ‘〃）（１，

Ｖ‘〃＝Ｃｅ〃・ＷＦｃｕ（12）

Ｍ＠打＝Ｎｅ〃－Ｖ‘〃（13）

Ｙ‘,，＝Ｆｃ“／ｆ“（14）

Ｃ`〃＝Ｃｅ,，．ｃｃ必（15）

Ｄ`〃＝ｃ`〃・ＤＣ邸（16）

ここで、Ｙ`”，Ｃ`〃，、e〃はそれぞれ興行部門の総供給高(住民の映lllli・劇場などに対す

る支払額），物的支出総額，減価償却，Ｃｅ〃は文化・芸術部門の物的支出総額に占める興

行の比重である。また，Ｃｃ腿，ＤＣ〃ＷＦ`αはそれぞれ文化・芸術部門の物的支出総額，

減価償却，「賃金フォンド」（Narkhoz・から計算）であり，ｆｃｕは「興行に対する住民

の支払ｌルーブル当たりの文化・芸術部門の固定フォンド額ＬＦＣ図は「文化・芸術部門

の固定フォンド総額」である。

この部門の推計では，まずRutgaizer（1975）,ｐｐＪ３５－１３６から得られるＦｃ”，

ｆ&図を利用して，住民の興行に対する支払額＝総供給高を計算する。物的支出,減価償却，

「賃金フォンドＩなどの数値は，文化・芸術部門の物的支Ⅱ}総額に占める興行の比重の数

値（関連資料第３炎参照）を川いて，文化α芸術部|]ﾘのデータから求めている。

以上の３部門の計算結果を集計することにより，独立採算サービス郊門全体の純生産高

とその内訳が次のように求められる（１９７０年，単位10億ルーブル）。
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(d）科学

この部門の純生産高Ｎ，，勤労者所得Ｖｒ，企業所得Ｍ７は次の式で推計する。

Ｍ＝Ｖ，＋Ｍｒ（17）

Ｖｒ＝ＷＦγ（18）

Ｍ'＝０．０５５．ＷＦ「（19）

すなわち，勤労者所得はNarkhoz，から計算する「賃金フォンド」に等しく，企業所得

は「賃金フォンド」の5.5％とする社会保険控除のみとする。

(e）非独立採算部門

との部門の純生産高Ｎ尺，勤労者所得Ｖ９，企業所得Ｍｇは次の式で推計する。

ＮＪｇ＝Ｖｇ＋Ｍ耳 （20）

Ｖｇ＝ＷＦｇ－Ｖ‘,,十（Ｖ,ｚｊｃ，－Ｖ"ｊｃ）（２１）

Ｍｇ＝0.055゜（ＷＦ耳一Ｖ‘〃）＋（Ｍ,,ｊｃ’一Ｍ,ｌｒｃ）（22）

勤労者所得はNarkhoz､から計算する保健，教育，文化芸術，信用，管理の「賃金フ

ォンド」ＷＦｇから，興行の勤労者所得Ｖ`〃を差し引いて計算する。企業所得は，「賃金

フォンド」の５．５％とする社会保険控除のみとする。そのうえで，旅客運輸・非生産分野

通信の純生産高を算定する際の不整合を，ここで調整しておく（（２），（３），（５）

（６）式参照）。

以上の科学部門，非独立採算部門の推計結果は次のとおりである（1970年，単位１０億ル

ーブル）（３）。なお，１９５９～１９７５年における非生産分野サービス部門の減価償却，純生

産高の推計値は付表９にまとめられている。
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（注）

(1)通常のソ連の統計では，住宅・公共経営の総供給高は，住民の支払額プラス国庫からの

社会的住宅フォンドヘの補助金として計算されるが（Metodicheskie（１９７４）,ｐ、４８１）

産業連関表では実際の購入者価格でサービス額が評価される。この影響で1970年のこの

部門の企業所得はマイナスになっている（後述の数値例参照）。

(2)スヴェルドリクは１９７０年の日用サービスの総供給高が，Narkhoz1975，ｐ、６６１から

１０億ルーブルであるとしている。しかし，このNarkhoz・の種類別日用サービス額の表で

は，スヴェルドリクの挙げている浴場、理髪店，農具賃貸所の項目の合計だけでは６億ル

ーブルにしかならず，一方，いずれの項目にも分類されていないサービス額が５億ルーブ

ル余りあり，スヴェルドリクがこの１０億ルーブルという数値をどのように計算したのか不

明である。

(3)スヴェルドリクの原文（p、７４）では非独立採算部門の企業所得が26億ルーブル，合計

が３６２億ルーブルとなっているが，合計の値としても誤っているし，付表９の数値とも食

い違うので，この２つの数値についてここでは付表９の数値に改めておいた。

なお，実際にスヴェルドリクの推計式のとおりにＶ２，Ｍ耳を計算すると，次のように

なる（Narkhoz」975に基づく。単位10億ルーブル）。

Ｖ耳＝１９．６－０．５＋（７２－２２）＝２４１

Ｍ月＝０．０５５．１９．１＋（３．９－２３）＝２．７

ＭＨにはスヴェルドリクの計算値（23億ルーブル）と比べて若干の差がある。

－５７－

科学・科学サービス 非独立採算部門
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1．スヴェルドリク原表



(原表１）１９５９年産業連関表

(単位：ＩＤ億ルーブル）
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(原表２）１９６６年産業連関表

(巫位：１０位ルーブル）
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(原表３）１９７２年産業連関表

(単位：１０はルーブル）
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(原表４）投資支出連関表（１９５９，１９６６，１９７２年）
(岨位！[剛■ルーブル）
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(原表５）物的流動手段蓄積連関表（１９５９，１９６６，１９７２年）
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(原表６）１９５９年資，金循上環連関表
(単位１０位ルーブル）
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(原表７）１９６６年資金循環連関表

(崩位１０値ルーブル）
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(原表８）１９７２年資（金循環連関表
(単位Ｒ0位ルーブル）
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(付表２）ソ連国民経済における

農業生産物の利用
(付表ｌ）ソ連国民経済における

工業生産物の利用
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(付表４）農産物の外貨建て価格から

国内価格への換算係数の計算

(付表３）国民経済バランス法による

経常物的支出の計算
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(付表５）ソ連国民経済における部門間生産連関の主要指標
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(付表６）社会的生産物部門間バランス法による工業生産物
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(付表７）国内価格による輸出・輸入の部門別構成
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(付表８）物的生産の擬純生産高の計算
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(付表９）非生産分野サービス額・構成の計算
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(付表１０）物的生産部門と非生産部門間

の物的取引バランス

(付表１１）非生産分野物的支出の

供給先部門構成

(印位１０低ルーブル）(単位10⑪ルーブル）
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(付表１４）個人ｉ肖費フォンFの構成

(単位10位ルーブル）
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(付表１５）役資支出

(鼠位10他ルーブル）
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(付表１６）国民経済における物的在庫の増加

(単位１０■ルーブル）
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(付表１７）住民の財務・信用取引
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(関連資料第１表）ソ連の利用国民所得統計（1959-1984年）
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(関連資料第３表）ソ連の非生産分野の物的支出の部門別構成（１９６０－１９７３年）
（梢ＩｈＵｔ％）
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(関連資料第５表）ソ連の固定非生産フオンドの部門別構成（1960-1974年）
（H1成比完）
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